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松
元　

い
つ
き
さ
ん
（
５
歳
）

「
海
の
い
き
も
の
」

伴
谷
保
育
園

ま
つ
も
と

　いよいよ信楽まちなか芸術祭の開幕です。本紙でご紹介し
ていますイベントカレンダーをご覧いただいても分かると
おり、54日間に広大な信楽のまちを舞台に多くの催しが展

開されます。まさにまち全体が会場の芸術祭、すべて信楽の魅力を発信
するものですが、内容は多彩でここには無数の楽しみ方があることで
しょう。
　こんなとき役に立つのがガイドブックです。信楽まちなか芸術祭では、
公式周遊ガイドが無料で配布されます。ここにはイベントの詳細から、
お店の情報までいろんなことが載っています。
　ガイドブックを隅々まで細かくチェックしながら、自分のお好みのプ
ランを自分で作り上げる。出かける前によく考えることですが、これも
目的そのものと同じくらい楽しい時間です。そんな楽しみを市内で味わ
えることに喜びを感じながら、何回もプランを練り、何回も訪れ、自分な
りの楽しみ方を見つけたいと思います。　ち

山
口　

総
一
朗
さ
ん

「
中
に
わ
を
見
る
お
な
が
ど
り
」

や
ま
ぐ
ち　
　

そ
う
い
ち
ろ
う

希
望
ケ
丘
小
学
校　

２
年

野
々
山　

楓
さ
ん

「
幸
せ
の
鳥
に
乗
っ
て
出
発
」

佐
山
小
学
校　

４
年

の

の
や
ま　

か
え
で

▲元Ｊリーガー小倉さんの技を見る希望ケ丘小児童（関連記事は10ページ）▲元Ｊリーガー小倉さんの技を見る希望ケ丘小児童（関連記事は10ページ）
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が
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新
た
な
や
き
も
の
フ
ァ
ン

の
創
出
、地
域
経
済
の
活

性
化
に
向
け
て

　

甲
賀
市
内
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
に
誇
る
べ
き
歴
史
や
文
化
が
あ
り

ま
す
。な
か
で
も
信
楽
焼
は
、全
国

的
に
名
を
馳
せ
る
地
域
ブ
ラ
ン
ド
で

す
。

　

約
千
年
の
永
き
に
わ
た
っ
て
、産

地
を
形
成
し
て
き
た
こ
こ
信
楽
に

は
、今
も
陶
産
地
と
し
て
の
独
特
の

風
土
や
景
観
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
信
楽
ま
ち
な
か
芸
術
祭
」は
、職

住
一
体
型
の
も
の
づ
く
り
の
生
活
な

ど
、こ
の
ま
ち
だ
か
ら
残
す
こ
と
が

で
き
た「
自
然
と
人
と
創
造
」の
か
た

ち
を
、ま
ち
歩
き
や
人
と
の
ふ
れ
あ

い
で
体
感
し
て
い
た
だ
こ
う
と
す
る

も
の
で
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特

性
を
活
か
し
た
、決
し
て
背
伸
び
す

る
こ
と
の
な
い
、等
身
大
の
催
し
を

用
意
し
て
お
り
ま
す
。

　

甲
賀
市
あ
げ
て
の「
信
楽
ま
ち
な

か
芸
術
祭
」に
よ
り
ま
し
て
、新
た

な
や
き
も
の
フ
ァ
ン
の
創
出
や
地

域
経
済
の
活
性
に
つ
な
が
る
こ
と

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

Design:AN GRAPHICS Naoto Ando

　信楽陶芸トリエンナーレ2010「信楽まちなか芸術祭」が開幕しました。
　窯跡や古い民家など陶都・信楽を象徴する穏やかな風景、日本最古の茶
園の一つ朝宮茶、かつての都であった紫香楽宮など豊かな自然や文化、歴
史に彩られたまち信楽。この地にあるまちと暮らしに息づく魅力は、この
地にしかない歴史と風土によってはぐくまれてきました。54日間にわた
る「信楽まちなか芸術祭」ではこのまち特有の魅力、活力にスポットを
あて全国に発信していきます。
　今回は、5つの会場で展開されるイベントのうち前半の見ど
ころを中心にご紹介します。
　市民の皆さんも、ぜひ実りの秋を背景に展開するアート
ウォークをゆっくりと体感ください。

開幕

信楽陶芸トリエンナーレ
実行委員会会長

甲賀市長 中嶋武嗣

10月1日（金）〜11月23日（火・祝）

ぽ
ん
ぽ
こ
ち
ゃ
ん

2010.10.1 �平成22年10月1日



5
会
場
で
展
開
さ
れ
る
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト

「
信
楽
ま
ち
な
か
芸
術
祭
」

前
半
の
見
ど
こ
ろ

　
「
信
楽
ま
ち
な
か
陶
芸
展
」は
、窯

元
の
日
常
を
見
せ
る
工
房
見
学
・
歴

代
展
や
、空
き
店
舗
や
倉
庫
な
ど
を

活
用
し
た
、ア
ー
ト
展
示
を
各
所
で

展
開
し
ま
す
。

　

マ
ッ
プ
を
見
な
が
ら
ま
ち
な
か
を

の
ん
び
り
と
巡
る
ア
ー
ト
ウ
ォ
ー
ク

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

開
会
初
日
の「
日
本
六
古
窯
サ
ミ

ッ
ト
」を
は
じ
め
、メ
イ
ン
展
示
で
あ

る「
信
楽
ラ
イ
フ
・
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス

展
」や「
し
が
ら
き
や
き
―
直
方
の
茶

陶
春
斎
の
壺
―
」な
ど
見
ど
こ
ろ
い

っ
ぱ
い
で
す
。

　

ま
た
陶
芸
フ
ァ
ン
必
見
の「
陶
器

市
」は
、か
つ
て
な
い
規
模
で
お
客
様

を
お
迎
え
し
ま
す
。

■
10
月
1
日（
金
）13
時
30
分
〜

「
日
本
六
古
窯
サ
ミ
ッ
ト
i
n
甲
賀
」

サ
ミ
ッ
ト
セ
レ
モ
ニ
ー

（
信
楽
産
業
展
示
館
ホ
ー
ル
・
入
場
無
料
）

■
10
月
1
日（
金
）〜
3
日（
日
）

信
楽
焼
伝
統
工
芸
士
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

（
創
作
研
修
館　

第
2
ス
タ
ジ
オ
）

■
10
月
9
日（
土
）〜
11
日（
月
・
祝
）

陶
器
市

•
信
楽
陶
器
ま
つ
り（
陶
器
即
売
会
）

•
セ
ラ
ミ
ッ
ク
・
ア
ー
ト
・
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
（
太
陽
の
広
場
）

　

六
古
窯
で
生
産
さ
れ
た
代
表
作
品

を
中
心
に
紹
介
し
、中
世
の
や
き
も
の

の
魅
力
と
そ
の
全
体
像
に
迫
り
ま
す
。

■
秋
季
特
別
展「
古
陶
の
譜　

中
世

の
や
き
も
の
―
六
古
窯
と
そ
の
周
辺
―
」

（
12
月
12
日
ま
で
開
催
・
月
曜
休
館
）

　

紫
香
楽
宮
跡
秋
季
企
画
展
と
し

て
、万
葉
歌
木
簡
や
遺
跡
調
査
の
成

果
資
料
や
遺
物
な
ど
を
展
示
紹
介
し

ま
す
。

　

ま
た
、歴
史
講
演
会
や
地
域
の
物

産
を
提
供
す
る「
ふ
れ
あ
い
市
場
」も

開
催
し
ま
す
。

新たな感動が
今始まる

信楽陶芸トリエンナーレ2010

ま
ち
な
か
会
場

陶
芸
の
森
会
場

M
I
H
O 

M
U
S
E
U
M
会
場

紫
香
楽
宮
会
場

朝
宮
会
場

■
10
月
3
日（
日
）13
時
〜

紫
香
楽
宮
歴
史
講
演
会
i
n
み
や
ま
ち

「
万
葉
歌
木
簡　

そ
の
後
」

講
師　

大
阪
市
立
大
学
文
学
部

　
　
　

栄
さ
か
え
ば
ら原
永と

わ

お
遠
男
特
任
教
授

（
宮
町
公
民
館
）

■
10
月
16
日（
土
）・
17
日（
日
）

9
時
30
分
〜
16
時
30
分

天
平
の
地
ふ
れ
あ
い
市
場

（
隼
人
川
み
ず
べ
公
園
）

■
10
月
24
日（
日
）

　

13
時
30
分
〜
15
時
45
分

ふ
る
さ
と
の
歴
史
を
学
ぶ
文
化
講
演
会

「
紫
香
楽
宮
と
光
明
皇
后
」

講
師　

帝
塚
山
学
院
大
学
人
文
学
部

　
　
　

鷺さ
ぎ
も
り森
浩ひ
ろ
ゆ
き幸
准
教
授

（
黄
瀬
交
流
館
さ
ら
ら
）

　

朝
宮
茶
の
歴
史
や
製
造
工
程
、信

楽
焼
の
茶
器
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

　

お
茶
の
製
造
実
演
や
試
飲
、即
売

会
も
開
催
し
ま
す
。

■
10
月
3
日（
日
）・
17
日（
日
）・
24
日

（
日
）・
31
日（
日
）10
時
〜
16
時

（
朝
宮
農
業
技
術
拠
点
施
設
）

公式周遊ガイド
を無料配布
　「信楽まちなか芸
術 祭 」の 見 ど こ ろ
や、おもてなし店舗
の情報満載の「公式

周遊ガイド」を無料配布します。

FMしがらきON AIR
インフォメーションセンターにFM局を
開局し、リアルタイムでまちなか情報を
発信します。（77.5MHz）

「信楽まちなか芸術祭」の
情報はこれでキャッチ

2010.10.1� 平成22年10月1日



　

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
い
っ
ぱ
い

の「
信
楽
ま
ち
な
か
芸
術
祭
」、楽

し
み
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
に
数
多
く

あ
り
ま
す
。

　

中
で
も
平
日
に
信
楽
高
原
鐵
道

を
使
っ
て
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
楽

し
み
方
は
、お
勧
め
の
一
つ
で
す
。

9
時
33
分

信
楽
高
原
鐵
道
貴
生

川
駅
発

　

山
間
を
走
る
高
原
鐵
道
。車
窓

か
ら
景
色
を
見
な
が
ら
、あ
っ
と

い
う
間
の
24
分
間

（
大
人
4
5
0
円
、小
人
2
3
0
円
）

9
時
57
分

信
楽
駅
着

　

信
楽
駅
オ
リ
ジ
ナ
ル「
駅
煎
」が

も
ら
え
ま
す
。（
先
着
3
，0
0
0
名
）

　

駅
前
で
は
、大
タ
ヌ
キ
が
歓
迎
、

絶
好
の
撮
影
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

駅
前
通
を
ま
っ
す
ぐ
2
0
0
m
歩

く
と
、右
側
に
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

●�「
信
楽
ま
ち
な
か
芸
術
祭
」公
式

周
遊
ガ
イ
ド
を
入
手

　

こ
こ
は「
F
M
し
が
ら
き
」の

放
送
ス
タ
ジ
オ
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。ラ
ジ
オ
で
音
楽
や
ま
ち
な
か

情
報
を
聞
き
な
が
ら
、散
策
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

散
策
ス
タ
ー
ト

　

国
道
を
横
断
し
て
50
m
、右
側
に

信
楽
伝
統
産
業
会
館
が
あ
り
ま
す
。

信
楽
伝
統
産
業
会
館

●�

信
楽
の「
今
」陶
芸
展
を
鑑
賞

　

信
楽
焼
有
名
作
家
約
50
人
の
力

作
が
見
ら
れ
ま
す
。

●�「
土
と
炎
の
お
く
り
も
の
」展
を

鑑
賞

●「
窯
元
散
策
路
絵
図
」を
入
手

　

窯
元
や
工
房
の
詳
し
い
情
報
が

載
っ
て
い
ま
す
。

新
宮
神
社

　

境
内
の
凛
と
し
た
空
間
で
屋
外

展
示
が
見
ら
れ
ま
す
。

窯
元
散
策
路

ろ
く
ろ
坂
を
進
む

　

や
き
も
の
産
地
の
雰
囲
気
を
満
喫

窯
元
工
房
見
学

　

普
段
見
ら
れ
な
い
、や
き
も
の
の

製
作
風
景
が
見
ら
れ
ま
す
。

窯
場
坂
を
進
む

ア
ー
ト
展
示
を
鑑
賞

　

川
端
倉
庫
、商
店
街
な
ど

12
時

昼
食

　

公
式
周
遊
ガ
イ
ド
で
お
気
に
入

り
の
お
店
を
探
そ
う
。

高原の風が気持ちいい

12

6

39

1
2

4
57

8

10
11

秋季特別展「古陶の譜  中世のやきもの  ー六古窯とその周辺ー 」  ※月曜日は休館日。但し、月曜日が休日の場合は翌日。

1
金
2
土
3
日
4
月
5
火
6
水
7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23
木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

10月 11月

クレイワールド  ー信楽時空旅行ー  10/1－14

  7/11－1/01）館書図楽信（  ～たかえ見なん色  gniees fo syaW yneM～  展流交童児ンガシミ ※月曜日、火曜日、第4木曜日は休館日。

 5/11－5/01）社神宮新（  ～会協家作芸陶楽信×校学等高楽信～  展プッョシクーワ校学等高楽信

極上の木箱・極上の陶器 10/16－27 ツボンヌのこしかけ展 10/29－11/9 写真展  窯元24軒 11/11－23

作家の一語・信楽での一会（新宮神社） 11/9－23

狸相撲トーナメント
（黒壁）10/24 狸相撲トーナメント（黒壁）11/23狸相撲トーナメント（黒壁）10/31

移動体ギャラリーシンポジウム（藤喜陶苑）11/3

まちくさワークショップ（山兼製陶所）10/31まちくさワークショップ（山兼製陶所）10/10

狸相撲トーナメント（黒壁）10/10

AtoZツアー 10/9 AtoZツアー 10/30 AtoZツアー 11/20

窯元散策  工房見学・歴代展（長野地区窯元工房） 
信楽の「今」陶芸展（信楽伝統産業会館） 
土と炎のおくりもの（信楽伝統産業会館） 　

 ）窯り登   窯又丸（ ～楽信風～  にめたく聴を声の球地
窯の未来展（丸又窯  小屋） 

新世代発表会（山兼製陶所ほか） 
信楽生まれの国際陶芸交流展（川端倉庫） 
黒壁国技館  狸相撲  信楽場所（黒壁） 
土灯りの散歩道  展覧会（植西電化倉庫） 

 ）やずす・ンシミ本藤（］展芸陶代世新楽信［ ーnoitareneG txeN ieguoTー GNT
移動体ギャラリー（藤喜陶苑、まちなか各所） 
まちなみまるごとアート化活動（まちなか各所） 
A to Z 探検隊（まちなか各所） 

1
金
2
土
3
日
4
月
5
火
6
水
7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23
木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

10月 11月

）館芸陶（」 ー壺の斎春  陶茶の方直ー  きやきらがし「展別特

信楽焼の技と美  ー  継承される伝統技術展（陶芸館ギャラリー） 

どうぶつのやきもの展（信楽産業展示館） 10/1－17

花のある暮らし展（信楽産業展示館） 10/1－24

信楽ライフ・セラミックス展（信楽産業展示館） 

環境と暮らし展（信楽産業展示館） 10/26－11/23

13－1/01 ）窯山金（」トクェジロプ成焼現再山桃・町室「

酒の器展（信楽産業展示館） 10/19－31 ビアマグ展（信楽産業展示館） 11/2－23

信楽焼伝統工芸士  公開ワークショップ（創作研修館スタジオ） 10/1－3

ギャラリートーク（陶芸館）11/3

利き酒トークショー（信楽産業展示館ホール）10/30 談話会（信楽産業展示館ホール）11/14

ギャラリートーク（陶芸館）10/10

サミットセレモニー（信楽産業展示館ホール）10/1

陶器市（太陽の広場） 10/9－11

日本六古窯サミット in 甲賀（信楽産業展示館ほか） 10/1,2

陶芸の森開設20周年記念シンポジウム（信楽産業展示館ホールほか） 10/23,24

10/24 10/31 11/7 11/14 11/23
朝宮茶まつり朝宮茶と信楽焼（朝宮農業技術拠点施設）  ※７日間限定の開催となります。

10/1710/3

紫香楽宮天平ロマン展～陶人形で都のある１日を再現する～（宮町公民館） 10/5－11/23 ※月曜日は休館日。

紫香楽宮跡秋季企画展（紫香楽宮跡関連遺跡群発掘調査事務所、黄瀬文化財作業所）  ※月曜日は休館日。

紫香楽宮歴史講演会 in みやまち（宮町公民館）10/3 ふるさとの歴史を学ぶ文化講演会（黄瀬交流館さらら）10/24

紫香楽宮跡たっぷりウォークⅡ（信楽高原鐵道 雲井駅）11/7天平の地ふれあい市場（隼人川みずべ公園）10/16,17

勅旨案山子まつり（勅旨  大戸川河川敷）

「陶によるフィギュア展」 10/1－31（大小屋  屋外展示場）

「建築とやきもの　そして信楽」展 10/1－31（大小屋  ギャラリー）

「韓国利川市交流展」 10/1－17（信楽伝統産業会館３階） たぬきの休日（信楽一円）11/6－8

紫香楽大茶会（西恩寺）11/3

全国狸の腹鼓大会（新宮神社）11/7

チャリティーフォークライブ（陶芸の森 信楽ホール）11/6

げなげな市（新宮神社）11/7げなげな市（新宮神社）10/3

信
楽
焼
の
歴
史
を

勉
強
し
よ
う

手間をかける製作に驚き

の
ん
び
り
訪
ね
て

ゆ
っ
た
り
楽
し
む
！

信
楽
高
原
鐵
道
で
行
く「
信
楽
ま
ち
な
か
芸
術
祭
」
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13
時

陶
芸
の
森
へ
出
発

陶
芸
の
森

●�

信
楽
ラ
イ
フ
・
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス

展
」を
鑑
賞（
信
楽
産
業
展
示
館
）

●�

し
が
ら
き
や
き
―
直
方
の
茶
陶
春

斎
の
壺
―
を
鑑
賞（
陶
芸
館
）

　

陶
芸
館
横
の
星
の
広
場
か
ら

は
、窯
元
が
一
望
で
き
ま
す
。

公
園
で
お
や
つ
タ
イ
ム

15
時
30
分

信
楽
駅
方
面
へ

信
楽
図
書
館
で
休
憩

　

こ
こ
で
は
ミ
シ
ガ
ン
児
童
交
流

展
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

途
中
お
も
て
な
し
店
舗
で
お
み

や
げ
を
購
入17

時
07
分

信
楽
駅
発

17
時
30
分

貴
生
川
駅
着

　

他
に
も
楽
し
み
方
は
い
っ
ぱ
い

あ
り
ま
す
。い
ろ
ん
な
コ
ー
ス
を

楽
し
み
あ
な
た
の
お
気
に
入
り
の

信
楽
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

秋季特別展「古陶の譜  中世のやきもの  ー六古窯とその周辺ー 」  ※月曜日は休館日。但し、月曜日が休日の場合は翌日。

1
金
2
土
3
日
4
月
5
火
6
水
7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23
木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

10月 11月

クレイワールド  ー信楽時空旅行ー  10/1－14

  7/11－1/01）館書図楽信（  ～たかえ見なん色  gniees fo syaW yneM～  展流交童児ンガシミ ※月曜日、火曜日、第4木曜日は休館日。

 5/11－5/01）社神宮新（  ～会協家作芸陶楽信×校学等高楽信～  展プッョシクーワ校学等高楽信

極上の木箱・極上の陶器 10/16－27 ツボンヌのこしかけ展 10/29－11/9 写真展  窯元24軒 11/11－23

作家の一語・信楽での一会（新宮神社） 11/9－23

狸相撲トーナメント
（黒壁）10/24 狸相撲トーナメント（黒壁）11/23狸相撲トーナメント（黒壁）10/31

移動体ギャラリーシンポジウム（藤喜陶苑）11/3

まちくさワークショップ（山兼製陶所）10/31まちくさワークショップ（山兼製陶所）10/10

狸相撲トーナメント（黒壁）10/10

AtoZツアー 10/9 AtoZツアー 10/30 AtoZツアー 11/20

窯元散策  工房見学・歴代展（長野地区窯元工房） 
信楽の「今」陶芸展（信楽伝統産業会館） 
土と炎のおくりもの（信楽伝統産業会館） 　

 ）窯り登   窯又丸（ ～楽信風～  にめたく聴を声の球地
窯の未来展（丸又窯  小屋） 

新世代発表会（山兼製陶所ほか） 
信楽生まれの国際陶芸交流展（川端倉庫） 
黒壁国技館  狸相撲  信楽場所（黒壁） 
土灯りの散歩道  展覧会（植西電化倉庫） 

 ）やずす・ンシミ本藤（］展芸陶代世新楽信［ ーnoitareneG txeN ieguoTー GNT
移動体ギャラリー（藤喜陶苑、まちなか各所） 
まちなみまるごとアート化活動（まちなか各所） 
A to Z 探検隊（まちなか各所） 

1
金
2
土
3
日
4
月
5
火
6
水
7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23
木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

10月 11月

）館芸陶（」 ー壺の斎春  陶茶の方直ー  きやきらがし「展別特

信楽焼の技と美  ー  継承される伝統技術展（陶芸館ギャラリー） 

どうぶつのやきもの展（信楽産業展示館） 10/1－17

花のある暮らし展（信楽産業展示館） 10/1－24

信楽ライフ・セラミックス展（信楽産業展示館） 

環境と暮らし展（信楽産業展示館） 10/26－11/23

13－1/01 ）窯山金（」トクェジロプ成焼現再山桃・町室「

酒の器展（信楽産業展示館） 10/19－31 ビアマグ展（信楽産業展示館） 11/2－23

信楽焼伝統工芸士  公開ワークショップ（創作研修館スタジオ） 10/1－3

ギャラリートーク（陶芸館）11/3

利き酒トークショー（信楽産業展示館ホール）10/30 談話会（信楽産業展示館ホール）11/14

ギャラリートーク（陶芸館）10/10

サミットセレモニー（信楽産業展示館ホール）10/1

陶器市（太陽の広場） 10/9－11

日本六古窯サミット in 甲賀（信楽産業展示館ほか） 10/1,2

陶芸の森開設20周年記念シンポジウム（信楽産業展示館ホールほか） 10/23,24

10/24 10/31 11/7 11/14 11/23
朝宮茶まつり朝宮茶と信楽焼（朝宮農業技術拠点施設）  ※７日間限定の開催となります。

10/1710/3

紫香楽宮天平ロマン展～陶人形で都のある１日を再現する～（宮町公民館） 10/5－11/23 ※月曜日は休館日。

紫香楽宮跡秋季企画展（紫香楽宮跡関連遺跡群発掘調査事務所、黄瀬文化財作業所）  ※月曜日は休館日。

紫香楽宮歴史講演会 in みやまち（宮町公民館）10/3 ふるさとの歴史を学ぶ文化講演会（黄瀬交流館さらら）10/24

紫香楽宮跡たっぷりウォークⅡ（信楽高原鐵道 雲井駅）11/7天平の地ふれあい市場（隼人川みずべ公園）10/16,17

勅旨案山子まつり（勅旨  大戸川河川敷）

「陶によるフィギュア展」 10/1－31（大小屋  屋外展示場）

「建築とやきもの　そして信楽」展 10/1－31（大小屋  ギャラリー）

「韓国利川市交流展」 10/1－17（信楽伝統産業会館３階） たぬきの休日（信楽一円）11/6－8

紫香楽大茶会（西恩寺）11/3

全国狸の腹鼓大会（新宮神社）11/7

チャリティーフォークライブ（陶芸の森 信楽ホール）11/6

げなげな市（新宮神社）11/7げなげな市（新宮神社）10/3
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信
楽
焼
の
名
品
に
感
動

信楽まちなか芸術祭イベントカレンダー

　信楽高原鐵道とコミュニティバスが1日乗り放題の共
通フリー乗車券が発売されます（大人1,200円、小学生以
下600円）。お得に使って「まちなか芸術祭」を満喫しまし
ょう。なお、フリー乗車券には5日券もあります。
　購入は、市役所各支所、市民窓口センター、滋賀バス各
営業所、シガ・エージェントシステム近江土山営業所、信
楽高原鐵道他で販売しています。

　信楽駅着（9時57分、11時18
分、12時18分）の3便でお越しの
お客様に、信楽駅オリジナル煎
餅「駅煎」をお一人一枚プレゼ
ントします（3,000枚限定）。期
間中は、信楽駅に観光案内カ
ウンターを設け、お客様のお
問い合わせにお答えします。

　快適にまちなかを散策するために、レンタサイク
ルをご用意しています。新たに電動アシスト自転車4
台含め25台の自転車を備えています。1日500円（電
動アシスト1,000円）でご利用できます。 

　　　　　　  信楽陶芸トリエンナーレ実行委員会
☎ 　  　ホームページ http://tri.shigaraki-sp.com
問い合わせ

市内の鉄道・コミュニティバスに
乗ってお得に秋の信楽を体験

のんびり周遊に最適、フリー乗車券

信楽高原鐵道  ☎ 82‐4366   82‐3323
問い合わせ

オリジナル煎餅をプレゼント

レンタサイクルで快適散策

やきものの可能性を発見

外
で
飲
む
お
茶
は

　
　
　
　

ま
た
格
別

平
日
は
、ゆ
っ
く
り
見
ら
れ
て
い

い
な
。今
度
は
、駅
か
ら
レ
ン
タ

サ
イ
ク
ル
で
、も
う
少
し
遠
く

ま
で
行
っ
て
み
よ
う
。
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こ 特派員のペー
うかまちかど

ジ

　

車
で
信
楽
町
へ
入
っ
た
ら
、
F
M
ラ
ジ

オ
を
77
・
5
M
H
z
に
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
の
た
め
に
開
局
し

た
F
M
し
が
ら
き
が
イ
ベ
ン
ト
や
道
路
情

報
を
流
し
て
い
ま
す
。
国
道
3
0
7
号
を

し
ば
ら
く
走
る
と
や
が
て
た
く
さ
ん
の
陶

器
の
た
ぬ
き
た
ち
が
並
ぶ
信
楽
な
ら
で
は

の
風
景
が
お
出
迎
え
し
ま
す
。

　

信
楽
の
道
は
、
国
道
を
外
れ
る
と
細
い

道
が
多
い
か
ら
、
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
回

る
の
が
一
番
で
す
。
普
段
愛
車
を
利
用
す

る
地
元
の
私
で
も
歩
い
て
町
の
中
を
散
策

す
る
と
新
た
な
発
見
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
の
ど
か
な
ま
ち
な
か
を
ゆ
っ
く
り
楽

し
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

信
楽
に
来
る
に
は
車
の
他
に
信
楽
高
原

鐵
道
が
あ
り
ま
す
。
J
R
貴
生
川
駅
か
ら

終
着
の
信
楽
駅
ま
で
約
30
分
、
デ
ィ
ー
ゼ

ル
車
に
揺
ら
れ
る
の
も
い
い
も
の
で
す
。

ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
に
ち
な
み
3
，
0
0
0

枚
限
定
で
駅
弁
な
ら
ぬ
駅
煎
が
プ
レ
ゼ
ン

ト
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

駅
を
降
り
る
と
大
き
な
た
ぬ
き
が
お
出

迎
え
し
て
く
れ
ま
す
。
歩
道
の
タ
イ
ル
は

も
ち
ろ
ん
信
楽
焼
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の

が
敷
か
れ
て
い
ま
す
。
各
所
に
設
け
ら
れ

た
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
は
マ
ッ
プ
が

準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

駅
前
の
道
を
真
っ
す
ぐ
進
み
、
新

宮
神
社
横
か
ら
始
ま
る
窯
元
散
策

路
、
こ
こ
で
は
地
面
に
も
注
目
で

す
。
道
に
は
散
策
路
の
コ
ー
ス
毎
に

「
T
U
B
O
」、「
K
A
M
A
Z
U
M
E
」、

「
R
O
K
U
R
O
」
と
書
か
れ
た
3
種
類

の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が
埋
め
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

窯
元
散
策
路
の
あ
る
長
野
地
区
に
は
、

窯
元
が
た
く
さ
ん
並
ん
で
い
ま
す
。
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
当
日
見
学

可
能
な
窯
元
の
お
知
ら
せ
が
あ
る
そ
う
で

す
。
の
ぞ
い
て
「
見
せ
て
く
だ
さ
い
」
と

声
を
掛
け
る
と
優
し
く
対
応
し
て
も
ら
え

ま
す
。
親
や
家
族
の
仕
事
を
し
て
い
る
姿

を
見
る
機
会
が
な
い
最
近
、
ひ
と
つ
の
も

の
が
こ
う
や
っ
て
土
か
ら
形
に
な
っ
て
い

く
の
を
見
る
こ
と
は
、
家
族
連
れ
な
ら
学

び
の
場
に
も
な
り
そ
う
で
す
。

　

R
O
K
U
R
O
の
タ
イ
ル
が
埋
め
込
ま

れ
た
ろ
く
ろ
坂
と
い
う
道
を
上
る
と
途
中

左
側
に
登
り
窯
が
見
え
て
き
ま
す
。
こ
こ

は
、
私
が
中
学
校
の
時
に
写
生
を
し
に
来

た
お
気
に
入
り
の
風
景
で
、
信
楽
に
来
た

と
き
の
記
念
写
真
に
お
勧
め
で
す
。
こ
の

あ
た
り
に
は
サ
ヤ
と
い
う
登
り
窯
で
陶
器

を
焼
く
時
に
使
う
台
が
塀
代
わ
り
に
並
ん

で
い
る
た
た
ず
ま
い
が
あ
り
ま
す
。
丸
い

穴
が
開
い
て
あ
る
塀
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で

見
つ
か
る
は
ず
で
す
の
で
探
し
て
み
る
の

も
面
白
い
で
す
。　

　

ろ
く
ろ
坂
の
頂
上
を
越
え
る
と
、

K
A
M
A
Z
U
M
E
の
タ
イ
ル
が
埋
め
込

ま
れ
た
窯
場
坂
が
左
に
続
き
ま
す
。
5
分

ほ
ど
歩
い
て
ち
ょ
っ
と
寄
り
道
。そ
こ
は
、

お
も
て
な
し
の
お
店
の
敷
地
内
で
も
あ
る

場
所
で
す
が
、
こ
こ
か
ら
向
か
い
の
山
を

眺
め
る
と
、
大
仏
さ
ん
が
仰
向
け
に
寝
て

い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

　

信
楽
を
見
渡
せ
る
代
表
的
な
場
所
に
陶

芸
の
森
が
あ
り
ま
す
。
広
い
芝
生
の
上
で

お
弁
当
を
食
べ
た
り
、
期
間
中
の
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
を
見
学
し
て
い
く
の
も
楽
し
い

で
す
。

　

信
楽
焼
の
歴
史
は
奈
良
時
代
ま
で
さ
か

の
ぼ
り
ま
す
。
日
本
で
は
じ
め
て
出
土
し

た
万
葉
歌
木
簡
や
都
の
遺
物
が
た
く
さ
ん

あ
る
紫
香
楽
宮
。
は
る
か
昔
の
こ
と
を
空

想
し
な
が
ら
た
く
さ
ん
の
緑
の
中
で
す
ご

す
時
間
も
い
い
も
の
。
歴
史
マ
ニ
ア
だ
け

で
な
く
私
た
ち
も
楽
し
め
ま
す
。　

　

山
の
斜
面
に
鮮
や
か
な
緑
が
広
が
る
朝

宮
の
茶
畑
。
小
学
校
の
時
に
町
内
巡
り
で

見
学
に
行
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

毎
年
新
茶
を
買
う
の
が
楽
し
み
で
す
。
こ

こ
で
信
楽
焼
の
湯
飲
み
茶
碗
で
朝
宮
茶
を

い
た
だ
き
な
が
ら
ほ

っ
こ
り
と
過
ご
す
時

間
も
格
別
で
す
。

　

魅
力
い
っ
ぱ
い
の

信
楽
の
里
、
深
ま
り

ゆ
く
秋
な
ら
で
は
の

彩
り
や
夕
焼
け
が
よ

り
幻
想
的
に
映
し
出

し
て
く
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
そ
ん
な
秋

の
信
楽
を
、
ぜ
ひ
信

楽
ま
ち
な
か
芸
術
祭

で
満
喫
し
て
く
だ
さ

い
。

▲大仏が右側を頭に寝転んで見える山なみ

こうか
まちかど特派員

歯
は

黒
ぐ ろ

あずさ

人
、
モ
ノ
に
触
れ
合
う
楽
し
み　
〜
私
の
「
信
楽
ま
ち
な
か
芸
術
祭
」
の
歩
き
方
〜

信
楽
ま
ち
な
か
芸
術
祭
が
い
よ
い
よ
開
幕
し
ま
す
。
地
元
の
人
間
と
し
て
、
魅
力
い
っ
ぱ
い
の
信
楽
を
多
く
の
方
に
体
感
し
て
も
ら
う
こ
と
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

今
回
は
信
楽
で
生
ま
れ
育
っ
た
私
自
身
が
思
う
楽
し
み
方
を
紹
介
し
ま
す
。▲道路に埋め込まれたシンボルマーク

▲サヤが並ぶ民家の塀
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（
仮
称
）自
治
振
興
会
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、現
在
は
小
学
校
区
を
単
位
と
し
た
学
区
説
明
会
や
区
・
自
治
会
を

単
位
と
し
た
出
前
講
座
な
ど
を
市
内
各
地
で
順
次
開
催
を
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
地
域
を
小
さ
く
す
る
こ
と
で
、市
民
の
皆
さ
ん
と
ひ
ざ
を
交
え
た
説
明
会
と
な
り
、こ
れ
ま
で
以
上
に
活
発
な
意
見

交
換
も
進
み
、市
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
も
よ
り
深
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
、一
部
の
地
区
で
は（
仮
称
）自
治
振
興
会
設
立
に
向
け
た
準
備
会
が
発
足
さ
れ
る
な
ど
、来
年
4
月
設
立
に

向
け
た
具
体
的
な
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

（
仮
称
）自
治
振
興
会
設
立
に
向
け
た
地
域
の
取
り
組
み

　国民年金には、経済的な理由で保険料を納めることが
困難な場合に、申請により保険料の納付が免除・猶予さ
れる制度があります。
　申請の手続きは、保険年金課・各支所の地域窓口課ま
たは草津年金事務所国民年金課で行ってください。
　承認期間は、原則7月から翌年の6月までです。承認さ
れた期間は、将来支給される老齢基礎年金を受給するた
めに必要な期間に算入されるほか、万一の障害や死亡と
いった不慮の事故の際に支給される障害基礎年金や遺
族基礎年金を受給するときも保険料を納めた場合と同
じ扱いになります。
　ただし、1/4納付は月額3,780円、1/2納付は月額

7,550円、3/4納付は月額11,330円の納付がなければ未
納と同じ扱いになります。

●申請に必要なもの

　年金手帳・認印・前年所得を証明する書類（甲賀市役所
において所得の確認ができない方のみ）・失業したこと
を確認できる公的機関証明の写し（退職した方のみ）

草津年金事務所　国民年金課 
☎ 077-567-2220　  077-562-9638
市役所保険年金課　国保年金係 
☎ 65-0688　  63-4618

問い合わせ

国民年金の22年度分の保険料免除の申請を受付中

NO.10

　　　　　　 地域コミュニティ推進室  ☎ 65‐0687   63‐4554問い合わせ

（
仮
称
）自
治
振
興
会
設
立
準
備
会
発
足

― 

水
口
・
岩
上
学
区 

―

　

今
回
、（
仮
称
）自
治
振
興
委
員
会
設
立
準
備
会
が

発
足
さ
れ
た
の
は
、水
口
町
の
岩
上
学
区
で
、市
内

最
初
の
取
り
組
み
と
な
り
ま
す
。

　

岩
上
学
区
は
、8
つ
の
区
・
自
治
会
で
構
成
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
学
区
を
対
象
と
し
た
区
・
自
治
会
の
役
員

の
皆
さ
ん
や
各
種
団
体
の
代
表
者
の
皆
さ
ん
へ
の

説
明
会
を
重
ね
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、学
区
と
し
て
方
針
を
ま
と
め
ら
れ
、来

年
4
月
の（
仮
称
）自
治
振
興
会
の
設
立
を
決
定
、今

回
の
準
備
会
発
足
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

第
１
回
設
立
準
備
委
員
会

― 

組
織
体
制
な
ど
の
提
案
、

　
　

若
い
人
な
ど
の
参
画
も
呼
び
か
け
る 

―

　

第
1
回
準
備
会
は
、9
月
10
日
に
岩
上
公
民
館
で

開
催
さ
れ
、準
備
会
員
の
皆
さ
ん
14
名
が
出
席
、今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や（
仮
称
）自
治
振
興
会
を
発

足
し
た
場
合
の
組
織
体
制
や
準
備
会
規
約
な
ど
が

提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
の
会
議
で
は
、地
域
課
題
の
掘
り
起
こ
し
や

提
案
さ
れ
た
組
織
体
制
の
さ
ら
な
る
充
実
へ
の
話

し
合
い
、ま
た
地
域
づ
く
り
計
画
へ
の
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
会
議
で
は
、準
備
会
に
も
、や
る
気
の
あ
る

人
や
若
い
人
な
ど
の
参
画
を
呼
び
か
け
る
こ
と
の

意
見
も
出
さ
れ
、人
材
の
掘
り
起
こ
し
も
進
め
ら
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

全
学
区
そ
ろ
っ
て
、（
仮
称
）自
治
振
興
会

設
立
を
学
区
区
長
会
長
で
申
し
合
わ
せ

― 
土
山
地
域 

―

　

市
内
各
学
区
で
も
設
立
に
向
け
、モ
デ
ル
事
業
や
設

立
準
備
会
へ
の
取
り
組
み
な
ど
を
始
め
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

土
山
地
域
に
お
い
て
は
、学
区
区
長
会
長
会
で
、全
学

区
そ
ろ
っ
て
来
年
4
月
に（
仮
称
）自
治
振
興
会
を
設
立

す
る
こ
と
を
申
し
合
わ
さ
れ
ま
し
た
。現
在
、区
民
へ
の

説
明
会
が
開
催
さ
れ
、順
次
モ
デ
ル
事
業
へ
の
取
り
組

み
、準
備
会
設
立
の
検
討
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、今
後
も
市
民
皆
さ
ん
に
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
の
説
明
会
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
ぜ
ひ
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。
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耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
と
防
災
ベ
ッ
ド
の

設
置
費
用
を
補
助

　

市
で
は
、災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

地
震
な
ど
に
よ
り
住
宅
が
倒
壊
し
て
も
安
全
な

空
間
が
確
保
で
き
る「
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
」と「
防

災
ベ
ッ
ド
」の
設
置
に
必
要
な
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

●�

補
助
対
象（
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
も
の
）

◦�

昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
、完
成

し
て
い
る
木
造
住
宅

◦�

住
宅
の
耐
震
診
断
に
よ
る
構
造
評
点
が
0
・
7

未
満
で
あ
る
こ
と

◦�

甲
賀
市
木
造
住
宅
耐
震
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

等
事
業
の
補
助
金
を
受
け
て
い
な
い
も
の

●
補
助
内
容

◦
補
助
金
額　

30
万
円
／
戸
を
限
度

◦�

補
助
対
象
経
費　

住
宅
内
に
設
置
す
る
耐
震

シ
ェ
ル
タ
ー
や
防
災
ベ
ッ
ド
等
の
本
体
お
よ

び
設
置
に
要
す
る

経
費

●
申
込

◦�

契
約
お
よ
び
設
置

を
す
る
前
に
申
請

な
ど
の
手
続
き
が

必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、必
ず
事
前

に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◦�

12
月
末
締
切（
年

度
内
に
工
事
が
完
了
で
き
る
こ
と
が
条
件
と

な
り
ま
す
。）

◦�

申
込
多
数
の
場
合
は
、抽
選
の
場
合
も
あ
り

ま
す
。

木
造
住
宅
耐
震
改
修
工
事
の

補
助
対
象
を
拡
大

　

木
造
住
宅
耐
震
診
断
で
、倒
壊

す
る
可
能
性
が
高
い（
上
部
構
造

評
点
※
0
・
7
未
満
）と
診
断
さ

れ
た
住
宅
に
対
し
て
、上
部
構
造

評
点
1
・
0
以
上
に
耐
震
改
修
す

る
工
事
に
補
助
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、上
部
構
造
評
点
0
・
7

以
上
に
す
る
工
事
に
つ
い
て
も
、

補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、制
度
の
一
部
を
改
正
し
ま

し
た
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※�

上
部
構
造
評
点
と
は
、建
築
物

の
構
造
強
度
を
示
す
指
標
の

一
つ
で
、下
表
の
よ
う
に
規
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　9月1日から10日の「屋外広告物適正化旬間」に併せ、県内
で一斉に「屋外広告物クリーンキャンペーン」が実施されま
した。

屋外広告物クリーンキャンペーンの内容
①屋外広告物法および条例の普及啓発
②違反広告物の簡易除却
③違反広告物の是正取組

　甲賀市においても、9月1日に
違法な屋外広告物の簡易除却
と、道路の不法占用物件に対す
る指導を行いました。
　主に、電柱や柵、道路標識等
に立てかけられた立看板やは
り札などを除却しました。除却

した広告物は、期間を定めて市役所で保管しています。
　公共的物件や交通安全施設、電柱などには、たとえ短い期
間であっても、原則、立看板やはり紙、はり札などの広告物を
表示することはできません。
　また、屋外広告物を掲出する場合は、許可が必要です。
※�屋外広告物とは…一定の期間、継続して、屋外で公衆に表

示されるもの

一人ひとりが、ルールを守り、
きれいで安全なまちにしましょう。

今回除却した広告物
は り 紙 10枚
は り 札 27枚
立 看 板 21個
広 告 旗 1個
合 　 計 59枚・個
指導件数 4件

評点1.0以上 一応倒壊しない

評点0.7以上1.0未満 倒壊する可能性がある

評点0.7未満 倒壊する可能性が高い

問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　
　

住
宅
建
築
課　

建
築
係

☎
6
5
-0
7
2
5　

 

6
3
-4
6
0
1

耐震シェルター

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

危
機
管
理
課  

総
合
防
災
係

☎
6
5
-0
6
6
5　

 

6
3
-4
6
1
9

屋外広告物クリーンキャンペーンを実施

都市計画課　都市計画係
☎ 65-0719　  63-4601

問い合わせ

災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

除去作業の様子

▲
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甲
賀
市
人
間
ド
ッ
ク

　
　

検
診
費
助
成
事
業
の
ご
案
内

　平成7年11月、地域の文化を見直し、
事業を広域的に進めることを目的に、
鈴鹿山麓一帯に広がる旧土山町、旧亀
山市、旧伊賀町、旧芸濃町、旧関町と、
かめやま美術館の5市町1民間施設で結
成され、5つの連なった星群カシオペア
にちなみ名称を「カシオペアの会」とし
てスタートしました。（平成12年度に
は、旧甲賀町も参画。）
　その後、構成市町の合併により、カシ
オペアの会の構成は、現在の甲賀市、亀
山市、伊賀市の3市と、かめやま美術館
に移り変わりました。
　カシオペアの会は、「道」で通じ合う
鈴鹿山麓一帯の知られざる史跡、景観
の再発見と地域内外への情報発信のた
め広域事業を中心に活動し、県境を越
えた各地域の文化を再認識し、それぞ
れの文化施策を結びつける催しや連帯
感をもった観光事業を進めています。

　

市
で
は
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
方

を
対
象
と
し
て
、生
活
習
慣
病
の
早
期
発

見
・
予
防
の
た
め
、特
定
健
診
の
実
施
や
人

間
ド
ッ
ク
の
検
診
費
助
成
を
し
て
い
ま
す
。

　

特
定
健
診
を
受
け
て
お
ら
れ
な
い
方
は
、

ぜ
ひ
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
、健
康
の
増
進
・

保
持
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

　

�

次
の
①
〜
③
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

①�

甲
賀
市
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

②�

国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が
無
い
世
帯

の
方

③�

受
診
し
た
年
度
の
3
月
末
日
現
在
に
お

い
て
40
歳
以
上
の
方

●
検
診

　

�

特
定
健
診
の
健
診
項
目
を
含
ん
だ
も
の

で
、申
請
日
と
同
じ
年
度
中
に
受
診
し
た

も
の
で
あ
る
こ
と
。

　

�

検
診
費
用
の
1
/
2（
上
限
2
万
円
）　

※�

助
成
は
1
年
度
中
1
回
限
り
で
す
。

●�

受
診
す
る
ま
で
に
、国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証
・
印
鑑
を
ご
持
参
い
た
だ
き
、国

民
健
康
保
険
税
の
納
税
証
明
書
を
添
え

て
、申
請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●�

受
診
後
、国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
・

印
鑑
・
振
込
先
通
帳
を
ご
持
参
い
た
だ

き
、検
診
費
の
領
収
書
・
検
診
結
果
を
添

え
て
、助
成
金
交
付
申
請
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

�（
特
定
健
診
の
受
診
券
が
届
い
て
い
る
方

は
、券
の
返
却
を
お
願
い
し
ま
す
。）

　

申
請
は
保
険
年
金
課
ま
た
は
各
支
所
で

受
付
し
て
い
ま
す
。

保険年金課　国保年金係　☎ 65-0688　  63-4618問い合わせ

助
成
の
条
件

助
成
の
金
額

政策推進室　政策推進係
☎ 65-0670　  63-4554

問い合わせ・申し込み

県境を越えた
まちの交流

〜カシオペアの
会〜

　地域の新しい文化の創造に取り
組むカシオペアの会では、地域の子
どもたちが、人と薬の関わりや天体
現象の体験により学習する探検隊
への参加者を募集します。
日時／11月13日（土）9時〜15時
会場／�くすり学習館、かふか生涯学

習館（現地集合、現地解散）
内容／�くすりの製剤体験、関西圏で

最大級の屈折望遠鏡での天
体観測、楽しむ科学実験

参加費／�500円（昼食代等）
対象／�甲賀市に在住の小学6年生
定員／�30人（申込多数の場合は抽選）
申込／�所定の申込用紙により、10月

4日（月）〜22日（金）の間受付

集えカシオペアの
子どもたち！
こうかのくすりと
天体探検隊

カシオペアの会広域的共催事業

参加者募集！

道で
つながる

障害児福祉手当・
特別障害者手当制度
　市では常時介護が必要な在宅の重
度障害者の方に、その障害のために
生じる負担を軽減し、福祉の増進を
図るため、次の手当を支給していま
す。

障害児福祉手当�
●対象
　�20歳未満の在宅の重度心身障害

児で、身体障害者手帳１級（２級の
一部を含む）程度の身体障害、また
は障害の状態が上記と同じ程度以
上の精神（知的）障害があると認め

られる人
●支給額　14,380円（月額）
特別障害者手当�
●対象
　�20歳以上の在宅の重度心身障害者

で、障害基礎年金の１級程度の障
害が重複しているのと同程度の障
害がある人

●支給額　�26，440円（月額）
※�いずれも、診断書などによる認定

が必要で、所得などによる支給制
限があります。詳しくはお問い合
わせください。

社会福祉課　障害者支援係　☎ 65-0702　  63-4085問い合わせ

申
請
の
方
法
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～
田
舎
と
都
市
の
つ
な
が
り
づ
く
り
講
演
会
～

地
域
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
学
ぶ

市
に
住
む
人
に
と
っ
て
、農
業
・
自
然
体
験

や
地
域
の
人
と
の
交
流
を
楽
し
む
場
と
し

て
、農
村
に
住
む
人
に
と
っ
て
は
、地
域
の
活
性
化

を
進
め
る
場
と
し
て
有
効
な
都
市
農
村
交
流
。

　

9
月
4
日
、碧
水
ホ
ー
ル
で
、都
市
農
村
交
流
の

魅
力
や
効
果
な
ど
を
知
る
、田
舎
と
都
市
の
つ
な

が
り
づ
く
り
講
演
会
が
行
わ
れ
、地
域
で
農
業
に
携

わ
っ
て
お
ら
れ
る
方
ら
約
1
5
0
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

こ
の
日
は
、和
歌
山
県
を
中
心
に
、本
物
志
向
の

田
舎
体
験
型
観
光
に
取
り
組
み
、観
光
カ
リ
ス
マ
百

選
に
選
ば
れ
た
刀と

ね根
浩ひ

ろ
し志
さ
ん
が
講
演
、人
を
魅
了

す
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、話
さ
れ
ま
し
た
。ま

た
他
の
地

域
の
事
例

発
表
も
あ

り
、参
加
者

は
、交
流
の

魅
力
、地
域

が
秘
め
る

可
能
性
な

ど
を
知
る

こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

都

プロサッカーの技術を
直伝

ッ
カ
ー
の
ア
ト
ラ
ン
タ
五
輪
代
表
で
、元
J
リ
ー
グ
名
古
屋
グ
ラ
ン
パ
ス
エ
イ

ト
の
小お

ぐ
ら倉
隆た

か
ふ
み史
さ
ん
が
9
月
8
日
、希
望

ケ
丘
小
学
校
で
サ
ッ
カ
ー
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　

小
倉
さ
ん
か
ら
は
、全
校
児
童
に
、プ
ロ
に
な
る

ま
で
の
経
験
や
現
役
時
代
の
大
け
が
か
ら
立
ち

直
っ
た
中
で
つ
か
ん
だ
思
い
な
ど
の
話
が
あ
り
、

「
夢
を
見
つ
け
そ
れ
に
向
か
っ
て
頑
張
ろ
う
」と

ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

　

6
年
生
に
は
サ
ッ
カ
ー
の
技
術
指
導
も
あ
り
、

小
倉
さ
ん
の
華
麗
な
技
を
見
本
に
、リ
フ
テ
ィ
ン

グ
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。ま
た
、サ
ッ
カ
ー
ボ
ー

ル
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
も
行
わ
れ
、児
童
は
サ
ッ

カ
ー
の
基
本
の
技
術
や
、チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
大
切

さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

サ
～希望ケ丘小学校～

▲�ゲームをしながらチームワークを学ぶ児童

▲��体験、交流について講演する刀根さん

笑いと驚きで防災を
学習

震
大
国
日
本
で
は
、防
災
が
ま
す
ま
す
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
防
災
と
い
え
ば
、何
と
な
く
難
し
く
堅
苦
し
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
防
災
を
楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ
研
修
会

が
9
月
12
日
、碧
水
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、地
域
の

役
員
の
方
や
、住
民
の
方
ら
約
1
0
0
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、た
か
し
ま
災
害
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク「
な
ま
ず
」の
皆
さ
ん
に
よ
り
、

漫
才
や
ク
イ
ズ
、紙
芝
居
な
ど
、分
か
り
や
す
く

楽
し
い
題
材
を
用
い
て
研
修
が
行
わ
れ
、終
始
笑

い
声
が
絶
え
な
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、身
近
な
も
の
を
使
っ
た
防
災
グ
ッ
ズ
の

作
成
も
体
験
、思
わ
ぬ
も
の
が
防
災
に
役
立
つ
こ

と
を
学
び
、日
常
生
活
に
役
立
つ
研
修
と
な
り
ま

し
た
。 地
〜防災研修会〜

▲�意外な答えに驚き、「クイズで防災」
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　旧東海道土山宿の歴史の保存や文化の振興を目
的に立ち上げられたNPO法人「あいの土山振興会」
で、代表として活動されている小山茂さん。
　「この地域には、歴史を生かしたこの地域ならで
はの街道文化があると思います。こういった文化を
絶やすことなく、そして地域の活性化につなげるこ
とができたら」との思いで今年、同法人を発足され
ました。まずは、今までから行われてきた「あいの
土山宿場まつり」を地域全体で企画し盛り上げよう
と、10月3日の開催に向けて活動されています。
　「今年のまつりは地域の多くの方にご協力をいた
だいています。準備を進めていく中で一体感がとて
もあるように感じています。やはり地域の力は大き
いですね。」と話す小山さん。来場いただく方には地
域の手づくり感のあるまつりの雰囲気を味わって
ほしいとのことです。
　まずは、まつりの成功が目標という小山さんで
すが、これからは、地域で活動される文化、芸術、ス
ポーツの団体を支援し、振興を図っていきたいと、
将来的な構想も考えられています。
　「地域の文化、芸術やスポーツなどの活動が盛り
上がると地域全体が盛り上がると思います。これら
の活動は地域の活性化には欠かせないものです。地
域の活性化は地域の頑張りだと思います。これから
も『自分たちの地域は自分たちで盛り上げよう』を
テーマに、元気なまちに向けて活動を続けていきた

いと思いま
す。」と話す
小 山 さ ん 。
一層のご活
躍を期待し
ます。

街道文化を盛り上げ、
地域の活性化を

行楽シーズン前に
公園がすっきり

月
３
日
、（
社
）滋
賀
県
建
設
業
協
会
甲
賀
支
部
、

（
社
）滋
賀
県
土
木
施
行
管
理
技
士
会
甲
賀
支
部

の
皆
さ
ん
に
よ
り
、野
洲
川
河
川
公
園
の
草
刈
作
業
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

両
会
の
皆
さ
ん
は
、毎
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
美
化
活
動

を
行
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。今

年
は
会
員
約
80
名
の
方
が
集

ま
り
、約
１
ha
の
草
刈
作
業

を
実
施
、厳
し
い
暑
さ
が
残

る
日
中
で
し
た
が
、手
際
よ

い
作
業
で
、夏
の
間
に
伸
び

た
草
を
す
べ
て
刈
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

行
楽
の
秋
、こ
こ
を
訪
れ

る
方
も
気
持
ち
よ
く
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。

９
～野洲川河川公園美化活動～

▲�汗を流しながら作業される皆さん

小こ
や
ま山　

茂し
げ
るさ

ん

（
土
山
町
北
土
山
）

GENKI na MACHIKADO

ギネスに挑戦、
世界最大のモザイク画

深
夢
の
森
で
9
月
5
日
、世
界
最
大
と
な
る
モ
ザ
イ
ク

画
作
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
モ
ザ
イ
ク
画
は
、水
口
青
年
会
議
所
の
呼
び
か
け
で
、

甲
賀
、湖
南
市
の
子
ど
も
ら
に
、大
切
な
人
の
笑
顔
を
描
い
た

絵
を
募
集
し
、集
ま
っ
た
約

1
万
6
千
枚
を
張
り
合
わ
せ

た
も
の
。

　

当
日
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、約

千
人
が
参
加
し
、広
場
斜
面
の

芝
生
の
上
に
絵
を
並
べ
、7
枚

の
花
び
ら
を
持
っ
た「
ラ
バ
テ

ラ
」の
花
が
浮
か
び
上
が
り
ま

し
た
。1
万
6
千
の
笑
顔
で
描

か
れ
た
世
界
一
の
モ
ザ
イ
ク

画
の
誕
生
に
、会
場
も
笑
顔
で

満
ち
溢
れ
ま
し
た
。

鹿
～世界に咲かそう鹿

こ う か

深の誇
た か ら

り～

▲��完成したモザイク画

43

▲�往時の面影を残す旧東海道
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歴
史
文
化
財
課　

市
史
編
さ
ん
室

甲
南
庁
舎
３
階

☎
８
６-

８
０
７
５

 

８
６-

８
２
１
６

問
い
合
わ
せ

【
市
史
販
売
所
】

〈
水
口
〉T
S
U
T
A
Y
A
さ
ん
ぽ
う
ど
ー
・
ハ
タ
ヤ
書
店
・

山
川
書
店
・
山
田
書
店
・
水
口
歴
史
民
俗
資
料
館
〈
土
山
〉

ウ
エ
ノ
・
新
名
神
土
山
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
案
内
所
・
道
の
駅

あ
い
の
土
山
・
土
山
歴
史
民
俗
資
料
館
〈
甲
賀
〉
か
ふ
か
生

涯
学
習
館
〈
甲
南
店
〉
W
I
N
G
甲
南
店
・
市
史
編
さ
ん
室

〈
信
楽
〉
大
宝
堂
谷
川
書
店
・
信
楽
中
央
公
民
館
・
信
楽
伝

統
産
業
会
館
・
陶
芸
の
森
信
楽
産
業
展
示
館
・
信
楽
高
原
鐵

道
信
楽
駅
売
店

　秋が深まると、葉が枯れる植物もある一方、美しく鮮
やかな青い花を咲かせる草花もあります。
　リンドウといえば、生け花や鉢植えの花を想像する
方が多いですが、本来は野生の草花です。リンドウは、
湿地周辺の草地に生える植物で、甲賀市では、昔からの
地形が残った棚田の、定期的に草刈りがされる土手に
見られます。農地の整備が進み、どこにでも見られる植
物では無くなりましたが、その気で探せば、まだ出合う
機会の多い花です。
　リンドウの花を観察すると、雨や曇りの日は花をね
じるように閉じていて、晴れた日に開きます。また、花
の奥にもぐって蜜を飲むのは、涼しい季節に活動的な
マルハナバチの仲間です。丸い毛むくじゃらのハチが
次々と花を訪れ、花にもぐる様子は面白いものです。
　秋の清々しい日、美しいリンドウの花と出合う感動
は格別です。しかし、野生のリンドウを採集するのは避

けましょう。庭の花壇に植えても、いずれは絶えてしま
います。美しいリンドウが、当たり前の植物であるよう
に、里山の草地の環境を守り、毎年その美しさに感動し
たいものです。子どもの森の里山でも、草刈を行って、
リンドウの咲く草地を保全しています。

里山の秋の草花・リンドウ第16回

　

先
日
安
土
城
考
古
博
物
館
で
開
か
れ

た
お
城
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
出
か
け
ま

し
た
。出
席
者
は
い
ず
れ
も
戦
国
時
代

の
お
城
が
地
元
に
あ
り
、そ
れ
を
顕
彰

し
て
い
る
自
治
会
や
活
用
グ
ル
ー
プ
の

方
ば
か
り
。専
門
家
の
講
演
で
は
な
か

っ
た
の
で
す
が
、こ
れ
が
た
い
へ
ん
面

白
く
ま
た
深
い
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
活
動
の
き
っ
か
け
は
、自

分
た
ち
が
子
ど
も
の
頃
か
ら
見
慣
れ
、

ま
た
遊
び
の
場
だ
っ
た「
城
山
」が
大
き

な
価
値
の
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
こ
と
、

し
か
も
姫
路
城
や
彦
根
城
な
ど
と
違

い
、そ
れ
ら
は
自
分
た
ち
の
地
域
の
先

祖
か
ら
決
し
て
遠
い
人
が
築
い
た
の
で

は
な
い
と
い
う
確
信
と
親
近
感
だ
と
い

う
こ
と
で
し
た
。

　

甲
賀
市
域
で
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る

城
跡
の
数
は
１
８
０
余
り
。中
に
は
豊

臣
氏
や
徳
川
氏
が
関
わ
っ
た
城
も
あ
り

ま
す
が
、そ
の
数
や
規
模
か
ら
す
る
と
、

私
た
ち
市
民
の
直
接
の
先
祖
が
築
き
、

ま
た
そ
の
城
主
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。戦
国
時
代
と
い
う
日

本
史
上
の
大
激
動
期
に
あ
っ
て
、城
づ

く
り
を
通
し
て
地
域
の
管
理
運
営
に

先
祖
た
ち
が
ど
う
か
か
わ
っ
た
の
か
。

教
科
書

か
ら
で

は
味
わ

え
な
い

歴
史
の

魅
力
が

感
じ
ら

れ
る
一

日
で
し

た
。

郷
土
の
お
城「
再
発
見
」

市
内
の
お
城
を
網
羅
し
た
第
７
巻「
甲
賀
の

城
」は
12
月
刊
行
予
定
。現
在
予
約
受
付
中

で
す
。

市
史
の
小
径

44

 みなくち子どもの森自然館
☎ 63-6712　  63-0466
問い合わせ

▲ �リンドウ

▲�空から見た甲賀のお城
（山中氏屋敷・植城跡）
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第16回

こども未来課　家庭教育振興係
☎ 86-8171　  86-8380

問い合わせ

子どもと絵本を
つなぐもの

鮎
河
俳
句
教
室

夏な
つ

木こ
だ
ち立
世
界
遺
産
の
熊
野
道�

谷
北
嘉
一
郎

満ま
ん
り
ょ
く
緑
の
櫂か
い

漕こ

ぐ
音お
と

の
川
下
り�

村
上　

節
子

ぼ
ん
や
り
と
夏
木
立
今
霧
の
中�

水
落　
　

博

眠
り
た
る
子
の
重
た
さ
よ
夏
木
立�

林　

ミ
サ
ヲ

神し
ん
い
き域
に
吹
く
風
清
し
夏
木
立�

上
野　

兼
松

山
内
俳
句
教
室

か
た
つ
む
り
峠
越
え
れ
ば
雨
の
里�

久　

枝

宮
守
の
箒
か
ろ
や
か
夏
木
立�

久　

枝

川
音
の
激
し
か
り
き
や
栗
の
花�

好　

子

山
椒
も
ぐ
老ろ
い

の
二
人
の
夜
な
べ
か
な�

好　

子

堂
内
を
め
ぐ
り
て
涼
し
青あ
お
た
か
ぜ

田
風�

美
知
江

梅
雨
深
む
い
ま
黙
祷
の
爆
心
地�

美
知
江

大
野
公
民
館
俳
句
教
室

雨
乞
を
共
に
願
お
う
夏
野
菜�
中
邨　
　

豊

行ぎ
ょ
う
ず
い
水
に
曾
孫
よ
ろ
こ
び
水
遊
び�
中
村　

ヤ
エ

収と

れ穫
た
て
の
玉な

ん

ば

蜀
黍
を
焼
い
て
孫
笑
顔�

市
井　

も
と

寄
り
添
い
て
歩
く
園
児
の
夏
帽
子�

中
村　

ち
ゑ

や
ん
ち
ゃ
娘
も　

浴
衣
形
の
愛
ら
し
さ�

市
田
と
し
江

蝉
の
声
耳
に
入
れ
つ
ゝ
昼
寝
か
な�

藤
田
美
智
恵

土
山
も
つ
く
会�

若
林　

建
秋　

選　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

枝
振
り
の
大
樹
の
﨔
か
え
で

空
の
秋�

大
西
多
喜
男

大お
お
て
ら寺
の
千
年
杉
や
星
月
夜�

田
村　

勝
子

流
る
も
の
す
べ
て
影
ひ
く
秋
の
水�

松
山
多
津
子

遊
ぶ
子
に
暮
の
早
し
と
母
の
声�

藤
田　

恭
子

遠
山
の
稜
線
し
か
と
秋あ
き
て
ん天
に�

福
永　

昭
子

秋
ざ
く
ら
親
子
自
転
車
風
を
切
る�

福
井　

真
理

乱
れ
咲
く
コ
ス
モ
ス
揺
れ
て
風
の
中�

奥
村　

紀
美
子

あ
い
の
土
山
文
化
協
会

　4か月健診時を利用して、赤ちゃんと保護者に
絵本を手渡すブックスタート事業が甲賀市で始ま
ってから１年がたちました。絵本は、「いないいな
いばあ」（童心社）と「がたんごとん　がたんごと
ん」（福音館）の２冊のうち、どちらか1冊を選んで
受け取っていただいています。
　ブックスタートでは、事業の趣旨を伝えるメッ
セージのあと、ボランティアのブックスタートサ
ポーターによる読み聞かせ体験があります。赤ちゃ
んの反応はさまざまですが、読んでもらう絵本の
ことばのリズムにニコニコする赤ちゃんもいて、
心なごむひと時です。

　保護者が赤ちゃんに語りかける時間をもってい
ただけるようにという願いで始まった事業ですか
ら、絵本を何冊も読むことや、早期教育をうたうも
のではありません。
　育児や家事に忙しく絵本を開く時間がない時に
は、赤ちゃんに直接ことばをかけるだけでいいの
です。『これからミルク飲もうね』『おむつ換えた
ら、気持ちいいね』など、生活のなかの「ことば」を
通して親子の「こころ」が通います。意識して「こと
ばをかける」ことが、赤ちゃん時期には必要です。

「ことば」や「絵本」を楽しむ気持ちは、そこから生
まれてくるからです。

甲
賀
市
文
化
協
会

　
　
　

連
合
会
文
芸
欄

～教育の出発点は家庭から～

家庭教育
子育て・親育ち講座

2010.10.113 平成22年10月1日



父
子
家
庭
等
児
童
育
成
手
当
を
改
正

　児童扶養手当法の改正により、

児童扶養手当が平成22年8月分

から父子家庭の父にも、支給さ

れることになりました。

　この改正に伴い、「甲賀市父子

家庭等児童育成手当（市単独手

当）」を「養育者家庭児童育成手

当」に改正し、受給者を父およ

び母以外の養育者に限定しまし

た。

　父および母以外の養育者が義

務教育終了前の児童を養育され、

対象になると思われる方は、社

会福祉課までお問い合わせくだ

さい。

社会福祉課　児童家庭支援係 
☎ 65-0705　  63-4085

問い合わせ

　
「
里
親
」と
は
、児
童
福
祉
法
に
基
づ

き
、親
の
病
気
や
離
婚
等
さ
ま
ざ
ま
な

理
由
に
よ
り
家
庭
で
生
活
す
る
こ
と
が

難
し
い
子
ど
も
を
一
時
的
、継
続
的
に

預
か
り
、あ
た
た
か
い
愛
情
と
家
庭
的

な
雰
囲
気
の
中
で
育
て
て
い
た
だ
け
る

方
の
こ
と
で
す
。

　

子
ど
も
が
明
る
く
健
や
か
に
成
長
し

て
い
く
た
め
に
は
、あ
た
た
か
い
家
庭

が
大
切
で
、家
庭
の
温
も
り
を
求
め
て

い
る
子
ど
も
た
ち
が
里
親
さ
ん
と
の
出

会
い
を
待
ち
望
ん
で
い
ま
す
。

　

里
親
に
は
養
育
里
親
、養
子
里
親
、専

門
里
親
お
よ
び
親
族
里
親
の
４
種
類
が

あ
り
ま
す
。こ
の
他
に
児
童
福
祉
施
設

入
所
中
の
子
ど
も
を
週
末
等
に
一
時
的

に
預
か
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

里
親
に
な
る
に
は
、心
身
と
も
に
健

全
で
、児
童
の
養
育
に
つ
い
て
の
理
解

お
よ
び
熱
意
な
ら
び
に
児
童
に
対
す
る

豊
か
な
愛
情
を
お
持
ち
の
方
で
あ
れ

ば
、特
別
な
資
格
は
い
り
ま
せ
ん
が
、研

修
を
受
講
い
た
だ
き
、県
知
事
に
よ
り

里
親
と
し
て
認
定
さ
れ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

子
ど
も
が
大
好
き
な
健
康
で
明
る

い
ご
家
庭
の
方
で
、里
親
制
度
に
ご
理

解
・
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、中
央

子
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー
ま
た
は

社
会
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、滋
賀
県
里
親
大
会
が
左
記
の

と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。里
親
に
よ
る

体
験
発
表
、ミ
ニ
・
コ
ン
サ
ー
ト
の
他
、

廣ひ
ろ
な
か中
邦く
に
み
つ充
氏
に
よ
る
講
演
も
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、里
親
制
度
に
関
心
の

あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　

  

中
央
子
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
７
-５
６
２
-１
１
２
１　

 

0
7
7
-5
6
5
-7
2
3
5

社
会
福
祉
課　

家
庭
児
童
相
談
室　

☎
６
５
-０
６
６
０　

 

６
３
-４
０
８
５

第
53
回
滋
賀
県
里
親
大
会

日
時
◦
10
月
23
日（
土
）

13
時
～
16
時
15
分

場
所
◦
滋
賀
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー（
近
江
八
幡
市
鷹
飼
町
80
ー
４
）

内
容
◦
式
典
、里
親
体
験
発
表

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

講
演「
B
e
l
i
e
v
e
～
親
子
の
信

頼
関
係
・
絆
と
は
～
」

（
講
師
：
浄
土
宗
菩
提
山
西
居
院
住
職

　

廣
中
邦
充
氏
）

あ
た
た
か
い
愛
情
を

必
要
と
し
て
い
る　

子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す

10月は
「里親月間」です

　全国の自殺者数は、平成10年以降毎年3万人を超えています。
　自殺は個人の問題ではなく、社会全体で取り組む課題です。
　しかしながら、自殺を個人の問題としてとらえる誤った理解や
偏見が社会の中に存在します。
　また、大切な人を自死で失った人に対しては、つらい、悲しい気
持ちを誰にも話せずにいる苦しい思いを受け止め、社会からの偏
見で孤立することを防ぐための支援が求められています。
　京都市で自死遺族サポートチーム「こころのカフェきょうと」
の活動をされている石

いしくら

倉紘
ひ ろ こ

子さんの講座が下記のとおり開催さ
れます。ぜひ参加いただき、地域や職場等で共に生きる支援につ
いて考えてみましょう。

保健介護課　健康支援係　☎ 65-0703　  63-4085
問い合わせ

日時／10月20日（水）　19時30分〜21時
場所／碧水ホール
内容／講演：みんなで考えよう。
　　　〜生きごこちのいい社会を目指して〜
　　　（自死遺族として自殺予防・遺族支援を考える）
講師／自死遺族サポートチーム 「こころのカフェきょうと」
　　　代表　石

いしくら

倉　紘
ひ ろ こ

子さん
参加無料、手話通訳あり。

人権推進課　☎ 65-0693　  63-4582問い合わせ

人権教育連続セミナー 第10回

いのちを守る・つなぐ・支えるために
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■保守点検
　�機器の点検・調整・修理や消毒剤

の補給などを行います。保守点検
業者は滋賀県に登録された業者
です。

■清掃
　�浄化槽内にたまったスカムや汚泥

を抜き取り、機器の洗浄などを行
います。作業は甲賀市の許可を受
けた浄化槽清掃業者が行います。

■法定検査　
　�公共用水域の汚染などを引き起

こさないよう、浄化機能が十分に
発揮されているかどうか、毎年１
回水質に関する検査を受けなけ
ればなりません。これは浄化槽法
に定めがあり、法定検査（11条検
査）と呼んでいます。県では「㈳滋
賀県生活環境事業協会」が実施し
ます。

下水道管理課　普及啓発係　☎ 86-8398　  86-8032
㈳滋賀県生活環境事業協会（県知事指定検査機関）
☎ 077-554-9271　  077-554-9293

問い合わせ

「
米
穀
等
の
取
引
等
に
係
る
情
報
の
記
録
及
び
産
地
情
報
の
伝
達
に
関
す
る
法
律
」

　

10
月
か
ら「
米
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
法
」が
施
行
さ
れ
ま
す
。こ
の
法
律
で
は
、生
産
者

の
ほ
か
、小
売
事
業
者
、加
工
事
業
者
等
の「
米
や
米
加
工
品
」に
関
わ
る
事
業
者
の
方
を

対
象
と
し
て
い
ま
す
。

※
法
律
の
詳
し
い
内
容
は
、農
林
水
産
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
（http://w

w
w

.m
aff.go.jp/j/soushoku/keikaku/kom

e_toresa/index.htm
l

）

　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

滋
賀
農
政
事
務
所  

食
糧
部  

計
画
課　

☎
0
7
7
-5
2
2
-4
2
7
4

税
理
士
に
よ
る
税
務
相
談

日
時　

10
月
13
日︵
水
︶　

13
時
30
分
～

16
時
30
分
︵
受
付
16
時
ま
で
︶

場
所　
㈳
水
口
納
税
協
会
３
階
会
議
室

定
員　
予
約
制
で
先
着
６
名︵
１
人
約
30
分
︶

※
相
談
無
料

 
 

水
口
納
税
協
会

☎ 

６
２
ー
1
1
5
1　

 

６
３
ー
0
1
7
3

弁
理
士
に
よ
る
知
的
財
産
権

（
特
許
・
実
用
新
案
・
商
標
等
）相

談
会

日
時　

10
月
13
日︵
水
︶　

13
時
30
分
～

16
時
30
分

場
所　
信
楽
窯
業
技
術
試
験
場︵
予
約
制
︶

 
 

信
楽
窯
業
技
術
試
験
場

☎ 
８
２
ー
1
1
5
5　

 

８
２
ー
1
1
5
6

健
康
づ
く
り
体
操
教
室

日
時　
10
月
14
日︵
木
︶・
12
月
２
日︵
木
︶

毎
木
曜
全
８
回　
10
時
～
11
時
30
分

場
所　
水
口
体
育
館

内
容　
健
康
管
理
に
運
動
を
し
た
い
方
﹆

運
動
不
足
に
な
り
が
ち
な
方
を
対
象
に
﹆

体
操
に
よ
る
運
動
の
仕
方
を
体
験

募
集
人
員　
30
名
︵
18
歳
以
上
の
成
人
︶

申
込
締
切　
10
月
13
日︵
水
︶

参
加
費　
２
﹆４
０
０
円

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 
 

水
口
体
育
館☎ 

／

 

６
２
ー
９
５
８
９

お　

知　

ら　

せ

10
月
は
乳
が
ん
撲
滅
月
間
で
す

　
乳
が
ん
は
﹆
が
ん
の
中
で
も
唯
一
﹆
自

分
で
早
期
発
見
が
可
能
な
が
ん
で
す
。

　

早
期
発
見
す
れ
ば
治
癒
率
も
高
い
の

で
﹆
月
１
回
の
定
期
的
な
自
己
検
診
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

琵
琶
湖
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン

フ
ェ
ス
タ
2
0
1
0
開
催

日
時　
10
月
24
日︵
日
︶

場
所　
大
津
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
／
草
津

イ
オ
ン
モ
ー
ル

 

加
藤
乳
腺
ク
リ
ニ
ッ
ク

☎ 

0
7
7
ー
5
6
6
ー
7
8
0
8

 

0
7
7
ー
5
6
6
ー
2
9
0
9

 

保
健
介
護
課

☎ 

６
５
ー
0
7
0
3　

 

６
３
ー
4
0
8
5

外
国
人
の
生
活
・
就
労
相
談

日
時　
10
月
４
日︵
月
︶・
11
月
１
日︵
月
︶

13
時
30
分
～
16
時

場
所　
自
主
活
動
セ
ン
タ
ー
き
ず
な
１

階
ロ
ビ
ー

対
象
者　
市
内
在
住
﹆
在
勤
の
外
国
人

の
方

内
容　
︻
生
活
相
談
︼
公
営
住
宅
﹆
貸
付

制
度
﹆
生
活
保
護
な
ど
の
生
活
相
談
︵
滋

賀
県
求
職
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
︶

︻
就
労
相
談
︼
就
労
相
談
﹆
面
接
の
受
け

方
﹆
履
歴
書
の
書
き
方
な
ど
︵
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
甲
賀
﹆
市
就
労
住
宅
支
援
員
︶

 

商
工
観
光
課

☎ 

６
５
ー
０
７
１
０　

 

６
３
ー
４
０
８
７

　「浄化槽の日」は、浄化槽に関する法律の「浄化槽法」が、昭和60年10月1日
に施行されたことを記念し、当時の環境庁の呼びかけで定められました。
　浄化槽は、微生物の働きを利用して汚水を処理する施設ですから、微生物
が活発に活用できるような環境を保つ必要があります。浄化槽法では次の
ことが義務付けられています。

　これら保守点検・清掃・法定検査の費用は浄化槽管理者（浄化槽を設置し、
使用いただいている方）の負担となります。
　なお、下水道への接続などで浄化槽を廃止したときには、30日以内に届出
が必要です。届出は下水道管理課へお願いします。

10月1日は「浄化槽の日」10月
から

米
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
法
が
ス
タ
ー
ト

2010.10.115 平成22年10月1日



募　
　
　

集

サ
ン
ト
ピ
ア
水
口
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

秋
の
短
期
教
室　

受
講
生
募
集

お
正
月
に
着
物
を
着
よ
う
! !

着
物
の
着
付
け
教
室　
　
　

  （
10
名
）

日
時　
10
月
19
日︵
火
︶～
11
月
30
日︵
火
︶

19
時
～
21
時
・
全
６
回
︵
祝
日
休
︶

受
講
費　
３
﹆６
０
０
円

申
込
期
間　
10
月
１
日︵
金
︶～
15
日︵
金
︶

９
時
～
21
時
︵
土
日
祝
除
く
︶

申
込
場
所　
サ
ン
ト
ピ
ア
水
口　

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
窓
口
︵
電
話
﹆
代
理
で

の
申
込
不
可
︶

対
象　
４
月
１
日
現
在
で
15
歳
以
上
35

歳
以
下
の
方
︵
中
高
校
生
は
除
く
︶

※�
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の
等
﹆
詳
し

く
は
左
記
ま
で

 
 

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

☎ 

６
３
ー
2
9
5
2　

 

６
３
ー
6
7
8
8

運
動
の
こ
つ
・
楽
し
く
体
を

動
か
せ
る
教
室　

参
加
者
募
集

内
容　
室
内
で
で
き
る
簡
単
な
運
動
４

回
シ
リ
ー
ズ

対
象　
市
内
在
住
の
64
歳
以
下
の
方

会
場　
［
水
口
会
場
］
水
口
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
︵
２
月
８
日
の
み
サ
ン
ト
ピ
ア

水
口
教
養
文
化
室
︶

［
甲
南
会
場
］
忍
び
の
里
プ
ラ
ラ
大
会
議
室

日
程

①
体
の
チ
ェ
ッ
ク
・
体
を
動
か
す
コ
ツ

　
水
口
会
場　
11
月
10
日︵
水
︶

　
甲
南
会
場　
11
月
11
日︵
木
︶

10
月
10
日
～
17
日
は
男
女
共
同

参
画
社
会
を
め
ざ
す「
パ
ー
ト

ナ
ー
し
が
の
強
調
週
間
」で
す

　　
日
々
の
生
活
の
中
で﹁
男
だ
か
ら
﹂﹁
女

だ
か
ら
﹂
と
い
う
理
由
で
役
割
や
生
き

方
を
決
め
付
け
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

誰
も
が
豊
か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

社
会
を
築
い
て
い
く
た
め
に
は
﹆
性
別

に
と
ら
わ
れ
ず
﹆
男
女
が
と
も
に
対
等

な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
社
会
の
あ
ら
ゆ

る
分
野
に
参
画
し
﹆
個
性
と
能
力
を
充

分
に
発
揮
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
男

女
共
同
参
画
の
実
現
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
週
間
を
機
会
に
﹆男
女
が
対
等
な

立
場
で
思
い
や
り
﹆理
解
し
合
え
る
素
敵

な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
築
い
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

 

人
権
推
進
課

☎ 

６
５
ー
0
6
9
5　

 

６
３
ー
4
5
8
2

土
地
家
屋
調
査
士
会
に
よ
る
無

料
相
談
会

日
時　
10
月
９
日︵
土
︶９
時
～
12
時

場
所　
サ
ン
ト
ピ
ア
水
口

内
容　
土
地
・
建
物
の
登
記
や
土
地
境

界
問
題
に
関
す
る
相
談

※
相
談
無
料
﹆
相
談
時
間
予
約
可

 
 

滋
賀
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

☎ 

0
7
7
ー
5
2
5
ー
0
8
8
1

 

0
7
7
ー
5
2
2
ー
8
4
4
3

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

表
彰　

優
秀
作
品
５
点
を
選
び
表
彰
﹆

11
月
７
日︵
日
︶10
時
か
ら
信
楽
駅
構
内

で
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。︵
入
賞
者
５
名

に
は
一
日
駅
長
体
験
な
ど
の
行
事
に
ご

招
待
︶

 
 

信
楽
高
原
鐵
道

☎ 

８
２
ー
4
3
6
6　

 

８
２
ー
3
3
2
3

市
営
駐
車
場
の
利
用
者
募
集

受
付
期
間　
10
月
１
日︵
金
︶～
15
日︵
金
︶

︵
土
・
日
・
祝
を
除
く
９
時
～
17
時
︶

使
用
開
始
日　
11
月
１
日︵
月
︶

●
甲
賀
駅
南
駐
車
場　

６
区
画
︵
う
ち

軽
自
動
車
３
区
画
︶�

３
﹆０
０
０
円
／
月

※
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

︵
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
︶

 
 

生
活
環
境
課

☎ 

６
５
ー
0
6
8
6　

 

６
３
ー
4
5
8
2

●
油
日
駅
前
駐
車
場
︵
直
接
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
︶�

３
﹆０
０
０
円
／
月

 
 

油
日
駅
を
守
る
会☎ 

８
８
ー
5
8
7
9

●
甲
南
駅
前
駐
輪
場
︵
直
接
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
︶

　
自
転
車�

１
﹆５
０
０
円
／
月

　
原　
付�

１
﹆８
０
０
円
／
月

 
 

甲
南
駅
前
駐
輪
場☎ 

８
６
ー
0
5
9
0

︵
受
付
時
間
／
６
時
15
分
～
９
時
15
分
﹆

13
時
～
14
時
﹆
18
時
30
分
～
20
時
30
分
︶

②�

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
体
操
・
座
布
団
エ
ク

サ
サ
イ
ズ

　
水
口
会
場　
12
月
７
日︵
火
︶

　
甲
南
会
場　
12
月
10
日︵
金
︶

③�

ボ
ー
ル
を
使
っ
て
お
腹
周
り
の
シ
ェ
イ
プ

　
水
口
会
場　
平
成
23
年
１
月
11
日︵
火
︶

　
甲
南
会
場　
平
成
23
年
１
月
14
日︵
金
︶

④�

い
す
・
チ
ュ
ー
ブ
を
使
っ
て
﹆
簡
単

リ
ズ
ム
体
操

　
水
口
会
場　
平
成
23
年
２
月
８
日︵
火
︶

　
甲
南
会
場　
平
成
23
年
２
月
４
日︵
金
︶

時
間　
水
口
会
場　
18
時
30
分
～
20
時

甲
南
会
場　
13
時
30
分
～
15
時

定
員　
各
35
名　
※
参
加
無
料

申
込
締
切　
10
月
22
日︵
金
︶

 
 

保
健
介
護
課

☎ 

６
５
ー
0
7
0
3　

 

６
３
ー
4
0
8
5

信
楽
高
原
鐵
道

「
チ
ビ
ッ
子
絵
画
展
i
n
信
楽
駅

2
0
1
0
」作
品
募
集

　
10
月
14
日
の﹁
鉄
道
の
日
﹂に
ち
な
み
﹆

信
楽
高
原
鐵
道
と
沿
線
の
絵
を
募
集
し

ま
す
。

展
示
期
間　
11
月
２
日︵
火
︶～
８
日︵
月
︶

10
時
～
17
時

場
所　
信
楽
駅
構
内

対
象　
市
内
在
住
の
５
歳
～
小
学
６
年

生
の
方

規
格　
八
つ
切
り
用
紙
サ
イ
ズ
︵
画
材

自
由
﹆
た
だ
し
油
絵
不
可
︶
１
人
１
点

応
募
期
間　
募
集
中
～
10
月
31
日︵
日
︶

の
10
時
～
17
時

応
募
方
法　
出
品
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
﹆
作
品
裏
面
に
貼
付
し
﹆
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湖
南
甲
賀
水
泳
協
会

初
め
て
の
水
中
運
動
体
験
教
室

日
時
・
会
場

①
10
月
12
日︵
火
︶12
時
～
12
時
40
分　

　

�

オ
ー
パ
ス
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ

　
︵
☎ 

６
３
ー
７
７
７
７
︶

②
10
月
13
日︵
水
︶10
時
～
11
時

　

�

B
＆
G
甲
賀
海
洋
セ
ン
タ
ー
︵
☎
８
８
ー

５
８
８
７
︶

③
10
月
17
日︵
日
︶13
時
30
分
～
14
時
30
分

　

�

甲
西
イ
ト
マ
ン
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

　
︵
☎
７
２
ー
6
2
1
2
︶

④
10
月
18
日︵
月
︶11
時
～
12
時

　

�

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ゆ
ら
ら
︵
☎
７
２
ー

8
2
1
1
︶

⑤
10
月
21
日︵
木
︶12
時
15
分
～
13
時
45
分

　
ウ
ェ
ル
ビ
水
口
︵
☎
６
３
ー
1
2
0
0
︶

対
象　
40
歳
以
上
で
甲
賀
市
﹆
湖
南
市

に
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方
︵
介
助
を
必

要
と
さ
れ
な
い
方
︶

持
ち
物　
水
着
﹆
ス
イ
ミ
ン
グ
キ
ャ
ッ

プ
﹆
バ
ス
タ
オ
ル

参
加
費　
１
０
０
円
／
回

募
集
期
間　
①
10
月
１
日︵
金
︶～
７
日

︵
木
︶　

②
10
月
１
日︵
金
︶～
12
日︵
火
︶

③
10
月
４
日︵
月
︶～
10
日︵
日
︶　

④
10

月
５
日︵
火
︶～
11
日︵
月・祝
︶　

⑤
10
月

８
日︵
金
︶～
14
日︵
木
︶

申
込　
参
加
希
望
日
の
各
会
場
に
直
接

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。︵
電
話
に
よ
る

予
約
受
付
不
可
﹆
各
会
場
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。︶

定
員　
各
30
名
︵
先
着
順
︶

 
 

各
開
催
会
場

催　
　
　
　

し

公
立
甲
賀
病
院
フ
ェ
ス
タ
＆

ミ
ニ
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
フ
ェ
ス
タ

日
時　
10
月
30
日︵
土
︶10
時
～
14
時

場
所　
公
立
甲
賀
病
院

内
容　
健
康
チ
ェ
ッ
ク
体
験
・
病
院
紹

介
・
健
康
相
談
・
在
宅
看
護
／
医
療
﹆

が
ん
患
者
会
紹
介
・
作
品
展
・
乳
が
ん

に
関
す
る
展
示
・
乳
腺
エ
コ
ー
検
査
・

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
見
学

※�

い
ず
れ
も
無
料
︵
当
日
受
付
﹆
た
だ

し
希
望
者
多
数
の
場
合
は
お
断
り
さ

せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。︶

 

公
立
甲
賀
病
院

☎ 

６
２
ー
0
2
3
4　

 

６
３
ー
0
5
8
8

飯
道
山
J
R
ふ
れ
あ
い
ハ
イ
キ
ン
グ

～
山
岳
信
仰
の
拠
点
飯
道
山
と
信
楽

ま
ち
な
か
芸
術
祭
紫
香
楽
宮
関
連
遺
跡

ハ
イ
キ
ン
グ
～

日
時　
10
月
17
日︵
日
︶︹
小
雨
決
行
︺

集
合
場
所　
J
R
貴
生
川
駅
南
口

集
合
時
刻　
９
時
10
分

行
程　
J
R
貴
生
川
駅
南
口
↓
飯
道
寺

↓
飯
道
山
山
頂
↓
飯
道
神
社
︵
昼
食
︶

↓
紫
香
楽
宮
跡
関
連
展
示
室
・
寺
院
地

区
↓
紫
香
楽
宮
跡
駅
︵
信
楽
高
原
鐡
道
︶

︿
15
時
30
分
解
散
予
定
﹀

参
加
費　
１
０
０
円
︵
保
険
代
等
︶

持
ち
物　
弁
当
﹆
飲
み
物
等

※
健
脚
向
き
﹆
事
前
申
込
不
要

 

飯
道
山
観
光
協
会

☎ 

６
２
ー
4
0
2
6

 

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎ 

8
6
ー
8
0
2
3　

 

8
6
ー
8
3
8
0

甲
賀
市
体
育
協
会

☎ 

8
6
ー
2
3
4
3

水
口
ス
ポ
ー
ツ
の
森
へ
行
こ
う

秋
の
山
野
草
展

日
時　
10
月
16
日︵
土
︶10
時
～
17
時

17
日︵
日
︶９
時
～
16
時

場
所　
サ
ン
ト
ピ
ア
水
口
教
養
文
化
室

 

滋
賀
山
草
会
事
務
局☎ 

８
６
ー
4
5
6
2

み
な
く
ち
子
ど
も
の
森 

し
ぜ
ん
学
習
会

「
動
物
の
骨
の
観
察
」

日
時　
10
月
17
日︵
日
︶９
時
～
12
時
30
分

場
所　
み
な
く
ち
子
ど
も
の
森
自
然
館

対
象　
小
学
生
以
上
︵
保
護
者
同
伴
︶

定
員　
15
人
︵
先
着
順
︶

参
加
費　
１
０
０
円

申
込
方
法　
参
加
者
全
員
の
氏
名
・
年

齢
か
学
年
・
住
所
・
電
話
番
号
を
左
記

ま
で

 
 

み
な
く
ち
子
ど
も
の
森
自
然
館

☎ 

６
３
ー
６
７
１
２　

 

６
３
ー
０
４
６
６

第
7
回
甲
賀
市
民
体
育
大
会

日
時　
10
月
17
日︵
日
︶９
時
～
開
会
式
﹆

９
時
45
分
～
競
技
開
始

場
所　
水
口
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

主
催　
甲
賀
市
体
育
協
会

主
管　
甲
賀
市
陸
上
競
技
協
会

参
加
対
象　
支
部
対
抗
の
部
は
﹆
市
内

在
住
者
と
し
﹆
在
住
先
の
支
部
よ
り
出

場
。
一
部
﹆
一
般
の
部
お
よ
び
オ
ー
プ

ン
種
目
の
部
も
あ
り
。
詳
細
に
つ
い
て

は
甲
賀
市
体
育
協
会
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

甲賀市民スタジアム●
10
月
の
催
し

多目的グラウンド
※�

時
間
は
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん

2・3日（土・日）
日本少年野球関西秋季大会　支部予選（中学硬式）

15日（金）
秋季総体第4ブロック大会（中学軟式）

16・17日（土・日）
NOSAIカップ学童野球大会（小学軟式）

22〜24日（金）〜（日）
JABAびわこ杯争奪社会人クラブ野球大会（一般硬式）

30日（土）
滋賀県中央合同大会（中学軟式）

31日（日）
甲賀市長杯野球大会（一般軟式）

3日（日）
高円宮Ｕ－15大会（中学サッカー）

5日（火）
滋賀県ターゲット・バードゴルフ大会（一般）

11日（月・祝）
第４ブロックサッカー大会（小学）

15日（金）
秋季総体第4ブロック大会（中学サッカー）

19〜21日（火）〜（木）
全国選抜ゲートボール大会滋賀県予選（一般）

23日（土）
滋賀県3種リーグ（中学サッカー）

30・31日（土・日）
関西女子サッカーＵ－18大会（一般サッカー）
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ば
打
ち
体
験
↓
足
湯
体
験
↓
窯
元
・

ギ
ャ
ラ
リ
ー
見
学
↓
信
楽
駅

参
加
費　
３
０
０
円︵
保
険
料
・
資
料
代
︶

そ
ば
打
ち
体
験
は
別
途
負
担︵
７
０
０
円
︶

申
込
締
切　
各
開
催
日
の
１
週
間
前

 
 

信
楽
高
原
鐵
道

☎ 

８
２
ー
4
3
6
6　

 

８
２
ー
3
3
2
3

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
・
パ
ー
テ
ィ
ー

　
　

　

外
国
人
の
ゲ
ス
ト
と
ゲ
ー
ム
や
仮
装

コ
ン
テ
ス
ト
を
し
ま
す
。
仮
装
を
し
て

来
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
10
月
23
日︵
土
︶16
時
～
18
時

場
所　
忍
の
里
プ
ラ
ラ　

対
象　
小
学
生
・
大
人
︵
大
人
の
付
き

添
い
が
あ
れ
ば
幼
児
も
可
︶

参
加
費　
甲
賀
市
国
際
交
流
協
会
会
員

３
０
０
円
﹆
非
会
員　
５
０
０
円

持
ち
物　
筆
記
用
具
・
マ
ジ
ッ
ク
ま
た

は
色
鉛
筆
・
仮
装

定
員　
１
０
０
名

申
込
締
切　
10
月
15
日︵
金
︶　

 
 

甲
賀
市
国
際
交
流
協
会　

☎ 

／

 
６
３
ー
8
7
2
8

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
碧
水
荘

文
化
祭

日
時　
10
月
15
日︵
金
︶～
17
日︵
日
︶

９
時
～
16
時

場
所　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
碧
水
荘

内
容　

作
品
展
示
︵
陶
芸
・
盆
栽
・
書

道
・
表
装
・
デ
ジ
カ
メ
写
真
・
絵
手
紙
︶

※�

最
終
日
の
17
日︵
日
︶に
は
﹆
お
茶
席
・

絵
付
け
体
験
・
将
棋
対
局
な
ど
が
体

第
８
回

こ
う
か
産
業
フ
ェ
ア
2
0
1
0

　

地
域
の
地
場
産
業
が
一
堂
に
会
す
る

フ
ェ
ア
を
開
催

日
時　
10
月
17
日︵
日
︶10
時
～
15
時
30
分

会
場　
鹿
深
夢
の
森

内
容　
企
業
展
示
﹆
模
擬
店
﹆
展
示
即

売
会
﹆
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
﹆
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

 

甲
賀
町
商
工
会

☎ 

８
８
ー
2
3
7
0　

 
８
８
ー
5
3
9
1

夜
空
旅
人（
天
体
観
望
会
）

明
る
さ
が
か
わ
る
星

日
時　
10
月
９
日︵
土
︶19
時
30
分
～
21

時
30
分

場
所　
か
ふ
か
生
涯
学
習
館

内
容　
天
体
の
お
話
﹆
木
星
な
ど
の
観
望

申
込
方
法　
電
話
に
て
左
記
ま
で

申
込
締
切　
10
月
８
日︵
金
︶先
着
35
名

※�

天
候
・
人
数
等
に
よ
り
中
止
す
る
場

合
あ
り

 
 

か
ふ
か
生
涯
学
習
館

☎ 

８
８
ー
4
1
0
0　

 

８
８
ー
5
0
5
5

信
楽
ま
ち
な
か
周
遊
ウ
ォ
ー
ク

そ
ば
打
ち
体
験
と
ゆ
っ
た
り
足

湯
ウ
ォ
ー
ク

日
時　
11
月
６
日︵
土
︶﹆
20
日︵
土
︶

10
時
集
合
～
15
時
頃
︵
小
雨
決
行
︶

集
合・解
散
場
所　
信
楽
高
原
鐵
道
信
楽
駅

コ
ー
ス　
信
楽
駅
↓
そ
ば
畑
見
学
↓
そ

験
で
き
る
ほ
か
﹆
コ
ー
ラ
ス
や
ハ
ン

ド
ベ
ル
演
奏
﹆
レ
ク
ダ
ン
ス
の
発
表
﹆

み
ん
な
で
楽
し
む
ゲ
ー
ム
や
お
楽
し

み
抽
選
会
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

 

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
碧
水
荘

☎ 

６
２
ー
6
0
8
0　

 

６
２
ー
6
0
9
6

生
物
多
様
性
を
考
え
る

C
O
P
1
0
巡
回
展

　　

国
際
生
物
多
様
性
年
に
ち
な
み
﹆
生

物
の
多
様
性
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
﹆

琵
琶
湖
や
身
近
な
里
山
の
生
き
物
を
パ

ネ
ル
で
紹
介

①
日
時　

10
月
６
日︵
水
︶～
14
日︵
木
︶

９
時
～
17
時

場
所　
碧
水
ホ
ー
ル

②
日
時　

10
月
20
日︵
水
︶～
28
日︵
木
︶

９
時
～
18
時

場
所　
か
ふ
か
生
涯
学
習
館

※
い
ず
れ
も
入
場
無
料

 

生
活
環
境
課

☎ 

６
５
ー
0
6
9
1　

 

６
３
ー
4
5
8
2

甲
南
ふ
れ
あ
い
の
館

な
つ
か
し
の
体
験
教
室

草
履
作
り
教
室

日
時　
10
月
24
日︵
日
︶13
時
～
16
時

内
容　
布
ぞ
う
り
の
制
作

定
員　
15
名
︵
先
着
順
︶

参
加
費　
２
０
０
円

持
ち
物　
巾
５
㎝
の
布
約
20
メ
ー
ト
ル

申
込　
電
話
・
F
A
X
で
左
記
ま
で

 
 

甲
南
ふ
れ
あ
い
の
館

☎ 
／

 

８
６
ー
7
5
5
1

総務省統計局・滋賀県･甲賀市

もう記入は
お済みですか

平成22年10月1日

2
0
1
0
あ
い
の
土
山
マ
ラ
ソ
ン

日
時　
10
月
31
日︵
日
︶雨
天
決
行

︵
ス
タ
ー
ト
︶マ
ラ
ソ
ン
女
子
10
時
25
分
・

マ
ラ
ソ
ン
男
子
10
時
30
分
・
ハ
ー
フ
マ

ラ
ソ
ン
女
子
10
時
35
分
・
ハ
ー
フ
マ
ラ

ソ
ン
男
子
10
時
40
分

ゲ
ス
ト　
谷
口
浩
美
さ
ん
︵
ハ
ー
フ
マ

ラ
ソ
ン
に
出
場
︶

※�

当
日
は
﹆
コ
ー
ス
周
辺
道
路
で
交
通

規
制
が
行
わ
れ
ま
す
。

 
 

あ
い
の
土
山
マ
ラ
ソ
ン
大
会
事
務
局

☎ 

6
6
ー
0
0
9
1　

 

6
6
ー
1
0
9
1

甲
南
ふ
れ
あ
い
の
館

ふ
れ
あ
い
親
子
陶
芸
教
室

日
時　
10
月
16
日︵
土
︶10
時
～
12
時

内
容　
オ
リ
ジ
ナ
ル
陶
器
の
作
成

定
員　
25
名
︵
先
着
順
︶

参
加
費︵
材
料
費
を
含
む
︶５
０
０
円︵
小

学
生
以
下
４
０
０
円
︶

申
込　
電
話
﹆
F
A
X
で
左
記
ま
で

 
 

甲
南
ふ
れ
あ
い
の
館

☎ 

／

 

８
６
ー
7
5
5
1
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『広報あい こうか』の名称は市民憲章のそれ
ぞれの頭文字を並べてできる「あい こうか」
から名付けています。市民憲章とともに皆さ
んに親しまれる広報紙をめざします。

この広報誌は古紙パルプを配合しています。

世帯数 （－  7）32,401

総　数 （－18）94,805 人

男 （+18）46,903 人

女 （－36）47,902 人

世帯

H22.8.31現在　※（　）内は前月比
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松
元　

い
つ
き
さ
ん
（
５
歳
）

「
海
の
い
き
も
の
」

伴
谷
保
育
園

ま
つ
も
と

　いよいよ信楽まちなか芸術祭の開幕です。本紙でご紹介し
ていますイベントカレンダーをご覧いただいても分かると
おり、54日間に広大な信楽のまちを舞台に多くの催しが展

開されます。まさにまち全体が会場の芸術祭、すべて信楽の魅力を発信
するものですが、内容は多彩でここには無数の楽しみ方があることで
しょう。
　こんなとき役に立つのがガイドブックです。信楽まちなか芸術祭では、
公式周遊ガイドが無料で配布されます。ここにはイベントの詳細から、
お店の情報までいろんなことが載っています。
　ガイドブックを隅々まで細かくチェックしながら、自分のお好みのプ
ランを自分で作り上げる。出かける前によく考えることですが、これも
目的そのものと同じくらい楽しい時間です。そんな楽しみを市内で味わ
えることに喜びを感じながら、何回もプランを練り、何回も訪れ、自分な
りの楽しみ方を見つけたいと思います。　ち

山
口　

総
一
朗
さ
ん

「
中
に
わ
を
見
る
お
な
が
ど
り
」

や
ま
ぐ
ち　
　

そ
う
い
ち
ろ
う

希
望
ケ
丘
小
学
校　

２
年

野
々
山　

楓
さ
ん

「
幸
せ
の
鳥
に
乗
っ
て
出
発
」

佐
山
小
学
校　

４
年

の

の
や
ま　

か
え
で

▲元Ｊリーガー小倉さんの技を見る希望ケ丘小児童（関連記事は10ページ）▲元Ｊリーガー小倉さんの技を見る希望ケ丘小児童（関連記事は10ページ）
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信
楽
陶
芸
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
２
０
１
０

信
楽
ま
ち
な
か
芸
術
祭
開
幕

信
楽
陶
芸
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
２
０
１
０

信
楽
ま
ち
な
か
芸
術
祭
開
幕
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こ
う
か
ま
ち
か
ど
特
派
員
の
ペ
ー
ジ

　

元
気
な
ま
ち
か
ど

　
　

野
洲
川
河
川
公
園
美
化
活
動

　
　

田
舎
と
都
市
の
つ
な
が
り
づ
く
り
講
演
会　

ほ
か

　
　

で
あ
い
こ
う
か
「
街
道
文
化
か
ら
地
域
の
活
性
化
を　

小
山
茂
さ
ん
」

　

情
報
の
ま
ど

　

こ
う
か
ギ
ャ
ラ
リ
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こ
う
か
ま
ち
か
ど
特
派
員
の
ペ
ー
ジ

　

元
気
な
ま
ち
か
ど

　
　

野
洲
川
河
川
公
園
美
化
活
動

　
　

田
舎
と
都
市
の
つ
な
が
り
づ
く
り
講
演
会　

ほ
か

　
　

で
あ
い
こ
う
か
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街
道
文
化
か
ら
地
域
の
活
性
化
を　

小
山
茂
さ
ん
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情
報
の
ま
ど

　

こ
う
か
ギ
ャ
ラ
リ
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こ
う
か
ま
ち
か
ど
特
派
員
の
ペ
ー
ジ

　

元
気
な
ま
ち
か
ど

　
　

野
洲
川
河
川
公
園
美
化
活
動

　
　

田
舎
と
都
市
の
つ
な
が
り
づ
く
り
講
演
会　

ほ
か

　
　

で
あ
い
こ
う
か
「
街
道
文
化
か
ら
地
域
の
活
性
化
を　

小
山
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さ
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情
報
の
ま
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こ
う
か
ギ
ャ
ラ
リ
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こ
う
か
ま
ち
か
ど
特
派
員
の
ペ
ー
ジ

　

元
気
な
ま
ち
か
ど

　
　

野
洲
川
河
川
公
園
美
化
活
動

　
　

田
舎
と
都
市
の
つ
な
が
り
づ
く
り
講
演
会　

ほ
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で
あ
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こ
う
か
「
街
道
文
化
か
ら
地
域
の
活
性
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小
山
茂
さ
ん
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情
報
の
ま
ど

　

こ
う
か
ギ
ャ
ラ
リ
ー
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